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【巻頭言】 

 

「I-Scover:  IEICE Knowledge Discovery」 

通信ソサイエティ会長 

田中 良明（早稲田大学） 

 

いま学会再編の嵐が吹き荒れています。出版業界で起こ

った再編の嵐が学界にも来ました。出版業界では、雑誌の

電子ジャーナル化が十数年前に本格化しました。電子ジャ

ーナルの提供にはかなりの設備投資が必要です。そのため、

大出版社は電子ジャーナル化を進めることができました

が、中小出版社は資金面で困難を伴いました。そのため、

かなりの数の中小出版社が大出版社に買収され、電子ジャ

ーナルは寡占状態にあります。学術関係の電子ジャーナル

では、上位 10 社が論文数の 90%を占めています。 

学会において出版は一番の柱です。そのため、出版業界

に起こったことと同じことが学会に起こるのも、考えてみ

れば当然のことです。現在、世界規模で、大きな学会が小

さな学会を吸収したり、傘下に収めたりしています。 

電子情報通信学会は独立を保ちます。独立を保つために

必要なものは出版の道具です。そこで、論文等のコンテン

ツを蓄積して検索するシステムの構築に着手しました。名

称は IEICE Knowledge Discovery で、略称 I-Scover です。

これまでも電子情報通信学会の論文等は電子化されてい

ましたが、論文誌、研究会、大会、国際会議がバラバラで

した。今回構築するシステムは、それらを統一するととも

に、優れた検索機能を提供します。検索は、文字列ではな

く、意味で行います。例えば、最近の流行語の「M2M」

を入力すると、一昔前の流行語の「ユビキタス」の論文も

表示されます。 

本年度，通信ソサイエティは過去最大額の投資を行い、

システム構築を開始しました。来年度以降は学会全体の事

業として進める予定です。エレクトロニクスソサイエティ

にも是非御協力をお願いいたします。 

さて、エレクトロニクスソサイエティとしてではなく、

会員として御協力いただきたいことがあります。それは、

著作権法を守ることです。学会再編において、最後の切り

札となるのが著作権です。A 学会と B 学会に著作権を二

重譲渡した会員が多数いるとします。この違法状態は、B

学会が A 学会を吸収すれば解消されます。どうしても吸

収に応じない学会に対しては、このような強硬手段によっ

て吸収工作を進める方法があり得ます。 

論文を投稿したら、ほとんどの場合、著作権を学会や出

版社に譲渡します。著作権と一口にいっても、いろいろな

権利があります。論文の著作権譲渡においては、通常著作

権関係のすべての権利を譲渡します。 

譲渡する権利には翻訳権も含まれます。したがって、A

学会の研究会で日本語で発表した論文を英語にして B 学

会の国際会議で発表すると、著作権の二重譲渡になります。 

翻案権も譲渡する権利に含まれます。翻案権とは、著作

物を元に別の著作物を作ることです。A 学会の国際会議で

発表した論文を長くし、いわゆる Extended Paper を B 学会

の論文誌に投稿すると、著作権の二重譲渡になります。あ

る研究の論文の続きの研究の論文にも注意が必要です。続

きの研究の論文の最初では、どうしても元の論文のことを

書かねばなりません。それがある程度長いと、翻案に該当

する可能性が生じます。 

本会研究会原稿 1 ページ目のフッタに This article is a 

technical report without peer review, and its polished and/or 

extended version may be published elsewhere.と書かれてい

ますが、elsewhere というのは事実上電子情報通信学会論

文誌のみです。電子情報通信学会は、他学会論文誌への投

稿を禁止しているわけではなく、転載許可で認めています。

しかし、著作権譲渡ではなく、転載許可で受け付ける他学

会論文誌はまずありません。 

この法律は、学術の場に適合していないともいえます。

しかし、だからといって、法律を破るのはよくありません。

著作権の二重譲渡は詐欺罪に当たる刑法犯罪であり、金額

が大きい事件では懲役 3 年の判決が出たこともあります。

電子情報通信学会では著作権譲渡は無償ですが、他学会で

は対価を払っているところもあります。それはわずかな金

額ですが、なぜわずかな金額でも対価を払うようになった

のかというと、最後の切り札をより強力にするためです。

最後の切り札を使われないよう、是非御協力をお願いいた

します。 

著者略歴： 

1974 年東京大学工学部電子工学科卒、1979 年同大学院博士課

程了。東京大学講師、助教授を経て、現在早稲田大学教授、国立

情報学研究所客員教授。本会業績賞、本会論文賞、総務大臣表彰

等受賞。本会フェロー。 

写真 
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【巻頭言】 

 

「アジア展開の一つの試み」 

エレクトロニクスソサイエティ会長 

荒木 純道（東京工業大学） 

 

今年 8 月 7 日から 10 日にかけて 4 日間タイのバンコッ

ク市の中心街にあるチュラロンコン大学を会場にして

TJMW2012 が開催されました。このワークショップは 4 年

前に大平孝先生（豊橋技科大）の呼びかけにより第 1回目

が KMINB 大で開催されてから、3回目を迎えたことになり

ます。なお残念ながら昨年はタイの政治情勢が不安定であ

ることなどにより、中止しています。 

TJMW は IEICE のエレソにおける研専のマイクロ波研究

会が主催して、IEICE のバンコックセクションや、通ソの

アンテナ伝搬研究会などが共催団体に加わっています。今

回は過去最高人数の 200 名以上の参加数でありました。日

本側からも 70 名近い人数の方々が参加され、さらにチュ

ートリアル講演、招待講演などの多大なご協力を日本人大

学関係者や企業の研究者から頂きました。今回日本側の

General Chair として、小生はここで改めて講演者に方が

たに感謝申し上げたいと思います。なおタイ側の General 

Chair はチュラロンコン大の Tuptim 先生で、阪大の博士

課程を修了し学位を取得された大の親日家としてもよく

知られている方です。彼女はバンコックセクションの役員

も務めておられます。 

 さてこのワークショップは幾つかの特色を持ってい

ます。 

１）会議参加登録費が無料であり、タイ学生の参加がと

ても容易、 

２）単一セッション構成で、全員で議論に参加、 

３）ポスターセッションや研究室見学ツアーなどを通じ

てタイの学生と日本の学生との交流を図る、 

４）研究会発表に準じて、Proceeding は公開せず、国

際会議や論文誌への投稿機会を残しておく、 

などです。 

また今回は最優秀発表賞に選ばれたタイ人学生 3 名に

IEICE の研究会での発表の機会を与えるべく旅費支援の

副賞を贈呈しました。 

さらに日本側からは最新技術の紹介をする試みを行い、

タイ学生に日本の技術の素晴らしさを改めて知ってもら

うとともに、タイの大学と日本の大学との共同研究の促進

や優秀なタイ人学生の日本留学勧誘の場となるようにと

心がけています。 

経済においても技術においても世界の成長拠点である

アジア諸国とのこうした草の根的な活動は IEICE の持続

的発展のために今後とも欠かせない活動と考えています。 

来年は 11 月初旬にカセサート大に会場を移して開催す

る予定であり、カセサート大電気工学科の Denchai 先生が

General Chair に就任することが内定しています。またカ

セサート大工学部長にも TJMW への全面的なご協力を要請

したところです。今回 TJMW に参加された大勢の学生さん

が一人でも多く IEICE の会員になっていただければ、望外

の喜びです。 

 

著者略歴： 

1978 年東工大博士終了。1979～1980 年テキサス州立大客員研

究員。1985～1995 年埼玉大電子工学科助教授。1993～1994 年イ

リノイ州立大学客員研究員。 

1995 年～現在 東工大電気電子工学科教授。 

1979 年学術奨励賞 2006 年論文賞 2007 年フェロー。 

マイクロ波研委員長、東京支部長など歴任。 

2010 年エレソ主催国際学会 APMC2010 実行委員長。 
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【巻頭言】 

 

「論文誌への論文投稿のお誘い」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長（編集出版担当） 

八坂 洋（東北大学） 

 

 昨年度に引き続き、本年度のエレクトロニクスソサイエ

ティ副会長（編集出版担当）を担当しております、東北大

学の八坂でございます。宜しくお願いいたします。 

 エレクトロニクスソサイエティ(ES)では、会員の皆様方

の最新の研究開発成果を発信する場として、和文論文誌

(C)、英文論文誌(C)(Trans. on Electronics)、及びオン

ラインジャーナルの ELEX(IEICE Electronics Express)を

発刊しております。魅力ある研究成果発表の場を提供すべ

く、和英論文誌、ELEX では次の取り組みを進めています。 

・和文論文誌 

 - 研究専門委員会推薦論文投稿強化による内容の充実 

 - 投稿論文の随時公開による短期間での掲載 

・英文論文誌 

 - 充実した毎号特集号企画による優良論文の掲載 

・ELEX 

 - 随時掲載による短期間での掲載 (平均 2ヶ月) 

 - WEB での自由な論文閲覧（試行実施中） 

 - 質の高い論文の掲載料免除制度 

 これら論文誌の質、魅力のさらなる向上へ向け、今後も

努力を重ねてまいりたいと考えておりますので、多くの論

文ご投稿を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 さて、数年前に英文論文誌(C)編集委員長の職に就いて

おりました際に、英文論文誌のレターカテゴリーを ELEX

へ移行し、代わりにブリーフペーパーカテゴリーを新設す

る業務に携わらせて頂きました。歴代の英文論文誌委員長

のご努力のお陰でスムーズにカテゴリー移行作業を終え

ることができ、ブリーフペーパーの投稿件数も徐々に増加

しております。カテゴリー新設に携わった１人として、や

はりこのカテゴリーに一度自ら投稿してみるべきであろ

うと考え、先日投稿してみました。その時の様子を少々。 

・電子情報通信学会のホームページから ES のホームペー 

 ジを開き、「論文誌」-「英文論文誌」の項目をクリック。 

 すると英文の"The Information for Authors"画面が開 

 く。投稿に関するいろいろな情報が閲覧できるが、投稿 

 サイトが何処かわからない。 

・しかたがないので ES のホームページに戻り、「オンライ 

 ンジャーナル」の項目をクリック。すると左側の「Menu」 

 欄に「投稿のページ」という項目を発見し、クリック。 

・「投稿論文仮登録（英文誌）」の項目をクリックすると会 

 員番号とパスワードの問い合わせがあり、入力すると仮 

 登録画面となる。必要事項を記入し、登録。 

・仮登録が終了すると、"Confirmation Sheet of  

 Manuscript Registration"と"Copyright Transfer and  

 Page Charge Agreement"を送るよう電子メールで指示が 

 届く。両者を指定の電子メールアドレスに送ると、数日 

 して論文受付通知が届く。 

・数週間して採択通知が届く。（その間査読プロセス） 

・その後、ゲラ校正依頼が届く。確認し、別刷り部数の投 

 入を行うことで一連の作業が終了。 

このように、手続きは非常に簡単ですので、皆様、是非各

論文誌への論文投稿をご検討いただければと思います。 

ただ、この投稿手続きを進める上で私なりに感じた点があ

りましたが、それは英文誌委員会へ提案することとします。 

 皆様におかれましても、是非各論文誌へ積極的にご投稿

頂き、気づかれた要改善点を各論文誌委員会へご提案いた

だければと思います。ご提案は論文誌の改善及び活性化の

大きな助けとなります。是非活発な論文のご投稿及び改善

点のご提案を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

著者略歴： 

1985 年 九州大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程修了。

同年、日本電信電話株式会社（NTT）に入社。以来、主に光通信

用半導体光源、半導体光変調器、高機能半導体光集積回路デバイ

スの研究開発に従事。1993 年 工学博士（北海道大学）。2008 年

4 月より東北大学電気通信研究所教授。電子情報通信学会英文論

文誌（論文誌Ｃ）編集幹事（2007～2008）、編集委員長（2009）。

本学会以外に、日本物理学会、日本応用物理学会、IEEE/Photonics、

各会員。
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【寄稿】（新フェロー） 

 

「半導体レーザの動作理論と半導体テラヘルツ光源の研究」 

 

浅田 雅洋（東京工業大学） 

 

このたび、電子情報通信学会よりフェローの称号を賜り

大変光栄に存じます。ご推薦いただきました方々をはじめ、

この研究を支えてくださった多くの方々に深く感謝いた

します。フェローの称号を賜りました研究は「半導体レー

ザと半導体テラヘルツ光源」ですが、半導体レーザといえ

ば代表的な光デバイス、テラヘルツといえば光よりもはる

かに低い周波数、このような異なる領域のデバイスを一連

の研究として扱ってきました。 

半導体レーザは、現在、光エレクトロニクスの中心的な

デバイスのひとつであり、さまざまな応用が展開されてい

ることは言うまでもありません。私が半導体レーザの分野

に入ったのは、大学院修士課程で末松安晴先生（現、東京

工業大学名誉教授）の研究室に所属したときで、その当時

は、現在では光通信用光源として当たり前に使われている

InP 材料系（GaInAsP/InP）のレーザが、まだ波長 1.55 ミ

クロンはできたばかり、1.3 ミクロンがようやく室温連続

発振したところでした。 

半導体レーザの理論では、その頃、不純物によるエネル

ギーバンドを考慮して光利得を計算する Stern の理論があ

ったほか、バンド内電子緩和を取り入れて光利得や発振縦

モード間の競合を解析できる密度行列理論が、末松研究室

の先輩である金沢大学の山田実先生により展開されてい

ました。この理論を InP 系のレーザに使ってみようという

ことで勉強を始めました。密度行列理論は摂動展開をベー

スにした非常に計算量の多い解析で、どんな研究でもそう

だと思いますが、一見スマートに実験結果を説明している

解析の裏にはこのような、いわば泥臭い、大量の計算があ

るということを実感しました。研究室では、理論のテーマ

であっても、机上の空論にならないようにと実験にも加わ

ることになっていたので、半導体レーザの作製にも携わり

ました。このおかげでその後の研究でも、具体的なデバイ

スを思い浮かべながら計算を行うという習慣がつきまし

た。理論を InP 系に適用するためにバンド構造の計算も勉

強しました。計算をまとめ、光利得や利得飽和の半導体材

料依存性を求め、長波長レーザほど利得飽和が起こりやす

いなどの結果を得ることができました。 

 大学院博士課程に進んだ頃、半導体極薄膜形成技術もよ

うやく確立してきており、数 nm の極薄層を用いる量子井

戸レーザの研究も始まっていましたので、上記の理論を量

子井戸レーザにも拡張しました。それまで行ってきたバン

ド構造計算も取り入れて、光利得のスペクトルが偏光方向

やバンド内電子緩和によって大きく変形することがわか

りました。おもしろい結果でしたが、たぶんもう誰かやっ

ているだろうと勝手に思い込み、論文にするのがずいぶん

遅れて先生からお叱りを受けました。この２年ほど後にポ

スドクで滞在したドイツのシュトゥットガルト大学で、こ

の理論を使っていただいていることを滞在するときにな

って知り、バンド内緩和のメカニズムなど詳しい議論もず

いぶんとすることができました。 

 その後、大学で助手に採用されたときに、層方向だけで

なく２次元、３次元に微細化した量子細線や量子ドット

（その当時は量子箱と呼んでいました）などの低次元レー

ザにも理論解析を拡張し、光利得の偏光方向依存性やレー

ザ発振のしきい値電流などを計算し、極低しきい値動作が

できるかもしれないことを示すことができました。 

 こうして半導体レーザの理論の研究をしていた助手の

ころ、研究室で、半導体レーザは所詮入出力ポートの区別

がない二端子素子であるが、光の三端子素子は作れないだ

ろうかという議論がありました。これは、末松先生が以前

から光三極管とよんで、ときどき話題にしていたものとい

うことでした。三端子素子といえばトランジスタだが、そ

れは電子デバイスであって、フォトンとの相互作用など関

係ない。光三端子素子というなら、フォトンをトランジス

タのように増幅する三端子素子でないといけない。こんな

よくわからない議論を半ば冗談のようにしていましたが、

光の周波数とまで行かなくても、数 THz（テラヘルツ）く

らいの周波数であれば、フォトンエネルギーが数 meV と、

小さいながらも無視できない大きさなので、電子を走らせ

る電子デバイスと電子を遷移させる光デバイスの混ざっ

たような奇妙なデバイスが考えられるかもしれないと思

い始めました。そんなおかしな考えからテラヘルツの分野

をいろいろ調べるうちに、テラヘルツ帯では半導体光源が

ほとんどないということから、それなら、まずは室温で動

作する光源を目指す研究をしてみようということで、テラ
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ヘルツデバイスの研究に移っていきました。このようなき

っかけでしたが、いろいろと試行錯誤の末、共鳴トンネル

ダイオード（RTD）によるテラヘルツ発振器の研究に至り

ました。 

現在、およそ 0.1～10THz のテラヘルツ帯は透過イメー

ジングや化学分析、大容量無線通信など、さまざまな応用

が期待され、盛んに研究が行われています。光源はこれら

の応用のキーデバイスですが、室温動作、高効率・高出力、

コンパクトさという点を全般的に満足できるデバイスが

ないのが現状です。半導体光源(図１)では、光デバイス側

から量子カスケードレーザが盛んに研究されており、最高

動作温度も上昇していますが、まだ室温動作は実現してい

ません。電子デバイス側からは、タンネット、インパット、

ガン、RTD などのダイオードや、ヘテロバイポーラトラ

ンジスタ(HBT）、高電子移動度トランジスタ(HEMT)、シ

リコン CMOS トランジスタが研究されており、室温動作

ですが、周波数も出力もまだ十分ではありません。 

RTD を選んだのは、InP 系で特性のよい RTD があり、

それを用いればテラヘルツ発振可能かもしれないという

期待からでしたが、周囲に InP 系光集積回路の荒井滋久先

生と西山伸彦先生、InP 系トランジスタの古屋一仁先生（現、

東京国立高専校長）と宮本恭幸先生の研究室があったこと

は、デバイス作製を進める際に頻繁に議論を頂くことがで

き、大変な助けになりました。 

どのような共振器をつけたらよいのか、低周波の寄生発

振が起こりやすいが、それをどうやって抑圧したらよいの

か、失敗を繰り返しながら、不完全ながら微細スロットア

ンテナ集積構造に辿り着き (図 2)、発振周波数も最初

93GHz だったのが、340GHz、650GHz と次第に上げられ

るようになりました。340GHz のときには、3 倍高調波

1.02THz の発生も観測できましたが、1THz 以上が出てい

るとは思わず、測定範囲を１THz までしかとっていなかっ

たために危うく見逃すところだったこともありました。 

RTD の電子走行時間など高速動作時の物理もいくらか

理解できてきて、デバイス構造にそれが反映できるように

なったころ、助教の鈴木左文君と共同で、ようやく 2010

年に電子デバイスとしては初めての 1THzを超える室温基

本波発振が得られるところまで来ました。現在、1.31THz

までの室温基本波発振が得られています。出力はまだ

10W と小さいので、アンテナ構造などを工夫してもう一

桁以上、できれば二桁上げる必要があります。まだサブテ

ラヘルツですがトランジスタの進展も著しいので、RTD

のほうはもっと高い周波数を狙うことや、あるいはトラン

ジスタとの集積なども考えていかなければならず、初めて

テラヘルツ発振したとはいえ、まだまだ性能向上の努力が

必要です。 

この研究が、試行錯誤がありながらも順調に進んだのは、

上述のように、周囲から研究室を超えた交流をしていただ

くことができたほか、大学に量子ナノエレクトロニクス研

究センターという、電子ビーム露光装置などの極微細加工

設備が非常に充実したセンターがあったことも幸運でし

た。このような環境と、面倒な議論に付き合っていただい

た皆様に深く感謝したいと思います。 

 

 

図 1 主な半導体テラヘルツ発振素子の現状 
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図 2 RTD によるテラヘルツ発振素子 
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 【寄稿】（新フェロー） 

 

「半導体レーザの実用化と超高速光信号処理デバイスの研究開発」 

 

石川 浩（産業技術総合研究所） 

 

 このたび電子情報通信学会より上記の研究開発に対し

てフェローの称号を賜りました。ご推薦頂いた内田直也様、

ご指導いただいた方、またとりわけ私が研究開発に従事し

た富士通研究所、フェムト秒テクノロジー研究機構、産業

技術総合研究所で共に働いた多くの方々に深く感謝いた

します。ここでは、まず、私のこれまでの研究開発を振り

返り、続いて現在の光デバイス技術の研究の厳しい現状に

ついて雑感を述べてみたいと思います。 

私は 1972 年に東工大の修士課程を修了して、富士通に

入社し、同研究所に配属されました。最初の年は、GaP の 

赤色 LED の研究をし、２年目から半導体レーザの研究開

発に従事しました。当時半導体レーザが室温連続発振して

間もない時期で、光通信に向けて各社が競って研究開発を

行っていました。1979 年に行われた NTT の日本初の光通

信のフィールド実験用の GaAlAs 系のレーザの開発、その

後 400Mb/s の幹線系に向けた InGaAsP 系のレーザの開発

を行いました。当時、企業間の競争が激しい中、後発の富

士通研では、ずいぶんと苦しい研究開発でした。当時開発

した InGaAsP 系の V 型の溝に活性層を埋め込んだいわゆ

る VSB レーザは一時期だけですが最も歩留まりが良く高

速特性もよいレーザでした。このレーザは、NTT の幹線

系(1985 年完成)、日米間の初の光海底ケーブル TPC３に実

装されました。海底ケーブル用のレーザの高信頼化では、

自らの寿命を縮めるような苦労をした記憶があります。お

かげさまでこの研究で東京工業大学の末松先生にお世話

になって学位を取ることができました。次の研究は 1Gb/s

の通信のための DFB レーザです。これも人も含めた研究

資源の不足からずいぶんと苦しい時期がありましたが、途

中から大幅な人員増強をしていただいて、開発が軌道に乗

りました。当時の最大の問題は、DFB レーザの単一モー

ド発振の歩留まりが極めて悪いことで、DFB レーザとし

て申し分のない構造のものを作っても解決しませんでし

た。これは、一緒に研究をしていた雙田晴久氏が軸方向の

空間的ホールバーニングによる不安定性によるものであ

ることを理論的に明らかにして、回折格子と光の最適な結

合度を明らかにして、解決することができました。雙田君

の論文は Google Scholar で見ると 180 件の引用があり、

DFB レーザの量産化に大きく寄与した優れた成果です。

DFB レーザに関する問題が解決して、極めて優秀な研究

者達と、世界初の変調器集積化レーザ、コヒーレント伝送

用狭線幅波長可変レーザなどを開発することができ、いつ

も他社に遅れがちであった我々がしばらくの間優位に立

てた時期でした。続いて、量子井戸、歪量子井戸の研究と

レーザへの導入で一層レーザの性能は向上しました。 

この時期(1995 年頃)、研究も行き着く所まで来たという

感じがしました。さらなる展開のためには、新しい材料や

新原理のデバイスを開発する必要があると感じました。そ

こで、歪量子井戸の展開として、InGaAs 三元混晶の基板

を用いた温度特性の良いレーザの提案と開発、半導体利得

媒質の３次非線形を用いた波長変換や分散補償、量子ドッ

トレーザの研究などを行いました。当時これらの基礎寄り

の研究を進めるにあたって、極めて優秀なメンバーと一緒

に研究ができました。納期に間に合うような開発に追いま

くられていた時期と違って基礎まで立ち返って勉強し研

究を進める良い機会を得ることができました。 

2001 年にフェムト秒プロジェクトの集中研であるフェ

ムト秒テクノロジー研究機構（FESTA）に出向して、超高

速光スイッチの研究開発を担当しました。量子井戸のサブ

バンド間遷移や有機非線形を用いた全光スイッチ、フォト

ニック結晶などの研究開発に従事しました。このプロジェ

クトは 2004 年度で終了しました。 

プロジェクト終了にあたって、せっかくの FESTA の成

果を発展させ、多くの設備を有効に利用するという観点か

ら、また、産総研で光通信に向けたデバイスの研究開発を

スタートさせたいということで産総研の小林理事、渡辺光

技術研究部門長から産総研に来ないかとのお誘いを受け

ました。そこで、富士通研を退社して産総研に移りました。

産総研でも、優れた研究者に恵まれ、また多くの方々のご

支援を頂き、2005 年に超高速光信号処理デバイス研究ラ

ボが発足し、2008 年にはネットワークフォトニクス研究

センターを発足させることができました。研究センターで

は、ネットワークの消費電力を３－４桁下げる新しいネッ

トワークを目指して、ダイナミック光パスネットワークと

いう概念のネットワークを、デバイスからアプリケーショ
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ンとのインターフェイスまで垂直統合した形で研究を進

めています。この研究は、文部科学省のイノベーションシ

ステム整備事業で「光ネットワーク超低エネルギー化技術

拠点」を形成して、企業 10 社と連携して進めています。 

以上が私の研究歴です。レーザの実用化に向けた研究を

していた時期と比べて昨今の光デバイスの研究環境はと

ても厳しくなっていると感じています。雑駁ですが、状況

を三つほど挙げて雑感を述べさせて頂きます。 

一つは、新しいデバイスを出現させたり、性能を向上さ

せたりする原理が使いつくされた感があることです。レー

ザの研究を開始したころは、レート方程式が解って、導波

路のモードが計算でき、多少の半導体の知識があれば、レ

ーザは判ったような気になれました。その後、DFB レー

ザに係る結合モード理論と周期構造、量子井戸、歪量子井

戸に係るバンド計算の kp 摂動論など、すでに準備されて

いる理論を取り入れて行くことで、レーザの性能は向上し、

さらに実システムに実装していくことができました。もち

ろん、並行して、液相成長から MOCVD 成長へと結晶成

長技術の進展も大きな要素でした。最近は、ナノ構造や、

“量子・・”など話題になる課題はあるものの、実システ

ムに使われて、イノベーションを起こすことになるかとい

うと、その可能性は相当小さい気がします。すなわち基礎

的研究の産業化への歩留まりが大変小さくなっていると

いうことです。基礎的な研究の重要性は変わらないとして

も、何か別の観点を持って研究に取り組むことが必要な気

がします。 

二つ目は、開発したデバイスを産業化することは針の穴

を通すよりも難しいということです。DFB レーザの開発

をしていた時は、まだ技術も確立していなくて歩留まりも

１％を切るような状態でも出来次第システムに適用され

るという状況でした。企業間の激烈な競争で大変苦しい開

発でしたが、開発したものが世の中で確実に使われるとい

う幸せな時代でした。最近は、いくらデバイスの性能が良

くても、コストや時期まで含めてシステムとのマッチング

がうまくいかないと実際に使われるデバイスにはなりま

せん。新しい可能性を開きたいと 1995 年以降に手掛けた

基礎寄りの研究は多少の学術への貢献はあったとしても、

実システムで使われるデバイスにはなっていません。また、

FESTA 時代から産総研に引き継いで手掛けてきた量子井

戸のサブバンド間遷移を用いたい超高速全光スイッチも、

スーパーハイビジョンを伝送する動展示を NHK 技研公開

でさせていただくレベルにまでなりましたが、システムの

動向として直ちに実用化とはいきません。厳しく言えば私

のこの 15 年あまりの研究は世の中、産業に貢献していな

いということです。 

三つ目は、集積化です。シリコンフォトニクスによる低

コストのトランシーバの開発が盛んです。化合物光半導体

デバイスの集積化研究も急速に進展しています。集積化は

低コスト化の手段です。コストから逆算して開発すべき技

術を決めるといったことが必要で、シードからの研究は成

功しません。また、集積化の研究には、設備投資とその維

持が必要です。日本の研究機関、企業にはその余裕があり

ません。今日たまたま新聞を読んでいると、日本で Google

や Facebook がでてこないのは、ビジネスモデルのだけの

問題ではなくて初期投資額が小さすぎことも要因だとい

う記事がありました。我々の世界にも当てはまるようです。 

では、以上に対してどうすればよいのでしょうか？答え

は持ち合わせがありません。言い放しにならざるを得ませ

ん。ただ、一つ我々の試みを紹介したいと思います。我々

の「光ネットワーク超低エネルギー化技術拠点」では、ネ

ットワークのアーキテクチャ、アプリケーションとのイン

ターフェイス、制御プレーン、システム機器、デバイスま

でを技術的に垂直統合させた研究開発を進めています。世

の中に出て行くデバイスやシステム技術を開発するには、

アプリケーションまでを見据えた、研究が必要だという考

えに基づいています。最近米国でも、企業内で垂直統合し

た研究開発の必要性が議論され始めているようです。これ

にはデバイス開発の経費を上位レイヤの売り上げで賄お

うという趣旨もあります。我々が進めている垂直統合の研

究が実を結んで、世の中、産業に貢献できれば、昨今の問

題のごく一部ですが、解決する事例になるかもしれません。 

 以上、私の研究歴と昨今のデバイス研究の難しさに対す

る勝手な私見を述べさせて頂きました。最後に、これまで

多くの優れた研究者の方々と一緒に研究開発ができ、多く

の方々にご支援頂いたことを深く感謝いたします。また、

若手の研究者技術者の方々が現在の困難を乗り越えて大

きな成功を収められることを祈念します。  

  

著者略歴： 

1972 年東京工業大学大学院修士課程修了、同年富士通研究所入

社、2004 年産業技術総合研究所へ移籍、現在同ネットワークフォ

トニクス研究センター長、1984 工学博士。受賞：電子通信学会

学術奨励賞(‘78)、発明協会関東地方発明表彰奨励賞(‘91)、SSDM 

Paper Award(‘98)、 IEEE Fellow(‘02)、 応用物理学会フェロー(‘11)、

応用物理学会優秀論文賞(’12)
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【寄稿】（新フェロー） 

 

「半導体レーザの光海底ケーブルシステムへの応用」を振り返って 

 

宇佐見 正士（KDDI） 

 

 

 このたびはフェローの称号を頂き、大変光栄に存じます。

ご推薦を賜った関係者の方々に心よりお礼申し上げます。

また、これまでご指導いただいた先輩方々、ともに仕事を

した同僚、仕事にご協力いただいた多くの方々に感謝いた

します。 

半導体レーザの分野では、数多くの先駆的な業績を残さ

れている先生方や御先輩方がフェローとなられています。

また、今回のフェロー受賞者の 4 名が半導体レーザに関係

されています。このような重要な分野において、私のよう

に幸運にも光海底ケーブルという実用的分野に従事して

いたことで本称号いただけることに、少し気後れを感じて

おりますが、本寄稿が今の若い世代の研究者・技術者にと

って何かしらの励みや参考になるのであればと勇気を奮

って筆を取らせていただきます。 

 

大学時代にシリコン結晶成長を研究していた私が、国

際電信電話（現在の KDDI）に入社したのは、ちょうど太

平洋横断光ケーブルの開発着手のニュースを耳にして、自

分も世界中の海で光ケーブルを敷設するようなスケール

の大きな仕事ができるのではないかと想像したからでし

た。2 年間の短波送信所での設備保守業務の後で、私にと

って何より幸運だったのは、初代の太平洋横断光ケーブル

システム TPC-3(1.3m)の開発直後に立ち上がった、

1.55m システムの研究開発プロジェクトに呼ばれたこと

でした。1.55m は石英ファイバの最小損失帯ですが分散

があるため、単一波長光源が必須であり、その本命として

開発された 1/4 波長シフト DFB（分布帰還型）レーザの製

造プロセスを確立することと特性の向上が私のミッショ

ンとなりました。 

製造プロセスでの肝は途中で位相を反転させた 1/4波長

シフト回折格子作りでした。当時は 240nm 間隔の回折格

子は一般的に干渉露光法で作製したため、ネガとポジの 2

種類のフォトレジストを InP 基板上に隣同士に塗り分け

れば一回の干渉露光で回折格子の位相を反転（1/4 波長シ

フト）させることができます。フォトレジストの塗布条件

や露光条件、エッチング条件など、初めての経験でしたが、

自分なりにひとつひとつ課題を解決して、予想通りに出来

た時は心の中でガッツポーズしたものでした。 

回折格子作製は第一ステップにすぎません。その後の

LD 製造工程（LPE 結晶成長、ストライプ加工、埋め込み

（BH）成長、研磨、電極、へき開カッティング、パルス

特性測定、チップボンディング、CW 特性測定）をすべて

自分で行った（行えた）時代でした。時間はかかりました

が、さまざまな技術課題の解決には頭とカラダと直感力で

乗り切っていたと思います。開発した LD 技術は初の

1.5m太平洋横断ケーブル(TPC-4)に採用されました。 今

は皆さんの仕事は細分化され、自分の枠を超えてトライす

ることは簡単にはできないと思いますが、積極的に全体を

 

 

図１．ネガレジスト／ポジレジスト併用の干渉露光法と InP 基板上に作製したλ/4 シフト回折格子 
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知ると何が本質的な課題か見極める直観力（直感力）が養

われると思います。 

 ある日、プロジェクトリーダの秋葉氏が、LD モジュー

ルにはモニタ PD が実装されているので、LD のキャップ

層（InGaAs）を利用してモニタ用 PD がモノリシックに集

積できないか。と提案がありました。そこで、n 型 InGaAs

を追加積層し、アイソレーションによりPDとしたところ、

LD と PD の温度依存性（波長や受光効率）が相殺されて、

結果的に非常に温度特性の良いモノリシックデバイスが

できました。この PD を使えば LD をウェハ状態で測定で

きます。ところが、結果的には、LD 用ウェハで PD を集

積することはコスト的に見合わず、メーカー様には採用さ

れませんでした。世の中には、うまくいかないこともあり

ます。 

 

1990 年に入って、EDFA と WDM が出現し光伝送が一

変しました。私達は、新時代の海底ケーブルシステムとし

て EDFA 海底中継器の開発に携わりました。EDF, 合分波

器、フィルタ、0.98m ポンプ LD など、多くの部品の専

門家やシステム専門家と一緒に仕事をした集大成として、

2000 年以降の太平洋横断光ケーブル（PC-1, Japan-US）や

大西洋横断光ケーブル（TAT-14）などのシステム（10Gbps 

x 16WDM）に数多く採用されました。ここでは、他分野

も含む多くの方々の知識や考え方を学んだこと、自分だけ

では知り得ないチーム力・総合力の大切さを知ったことが

財産になりました。 

 

2000 年代に入ってから、新しい領域にチャレンジしま

した。当時、省エネや高速化の観点からネットワークを全

光化することが期待されていました。そこで、半導体光デ

バイスの非線形性を利用した全光再生や波長変換の研究

に取り組みました。この分野は国内だけでなく海外の研究

チームも活発で、互いに競い合ったり、時には共同研究を

したり、さまざまなアイデアを出し合って議論する研究フ

ェーズで、まさに学会での活動が中心となった楽しい記憶

があります。残念ながら、大容量化の変調方式が ON/OFF

変調から多値変調へ移行する中で、本分野の研究はまだ実

用には至りませんが、光伝送を物理的に深く探索したテー

マであり、この分野で蓄積した財産は必ず将来の光技術の

発展に生かされるものと確信しています。 

 

以上の通り、私自身は未熟でしたが（まだまだ未熟です

が）、周囲の方々と交わってさまざまな教えをいただくこ

とで、長い時間をかけてですが、何かを残すことができた

かなと思っています。若い研究者・技術者のみなさまに伝

えたいとすれば、今はとても不透明な時代ですが、常に自

分の外に視野を広げて、時には異分野の方々とも交わって、

自らの方向性を確認してください。意志があれば道は必ず

開かれます。 
 

 

著者略歴： 

1983 年早稲田大学理工学部修士修了、同年 国際電信電話（現

ＫＤＤＩ）に入社。 

1985 年より 2007 年まで、同研究所にて、光デバイス、光通信シ

ステム（特に、海底ケーブルシステム）、光ネットワークシステムの

研究開発に従事。2007 年より、全社の技術戦略・研究開発企画を

担当し、現在に至る。電子情報通信学会エレクトロニクスソサイ

エティＯＰＥ研究専門委員長 2010。 

著書に「Ultrahigh-Speed Optical Transmission Technology」（Springer）

共著。文部科学大臣科学技術賞 2012 年、工学博士。 
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【寄稿】（新フェロー） 

 

「液晶テレビ用低残像駆動技術の開発： 

 ―液晶テレビ市場を創造して―」 

 

奥村 治彦（（株）東芝） 

 

このたび、電子情報通信学会より「液晶テレビの低残

像駆動と低電力駆動技術の先駆的研究と実用化」における

貢献に対してフェロー称号を賜りました。一緒に研究を推

進してくれた人はもちろんのこと、この研究に携わる契機

やアドバイスを与えてくださったすべての方々に、心より

感謝いたします。 

今回フェロー称号を受けるに当たり、もっとも大きな

成果として認めていただいたオーバードライブ技術は、液

晶ディスプレイにおける残像(動きがある画像が尾を引い

てボケて見える現象)の低減方法に関し、特に、液晶の応

答性が劣化する画像の中間調（中間の明るさ）における応

答速度を４倍以上高速化することが可能な液晶ディスプ

レイ（ＬＣＤ）用駆動回路技術です。 

1980 年代後半の開発当初は、白黒テレビ、カラーテレ

ビに続く第三の波として大型テレビへと進化したブラウ

ン管テレビの絶頂期で、テレビ市場は、ブラウン管テレビ

の独占状態でした。これに対して、液晶ディスプレイは、

ラップトップＰＣへの搭載が始まり、静止画の高画質化の

ための技術開発がスタートしたばかりの時期でしたが、プ

ラズマディスプレイとともに、将来、フラットパネルテレ

ビの市場創出の鍵を握るディスプレイとして期待されて

いました。この夢の壁掛け液晶テレビを実現するために、

研究開発センターの中に、材料からデバイス、システムに

至る 20～30 人規模の大きなプロジェクトが発足しました。

我々システム担当は、性能上の最大の課題は動

画の高画質化、つまり、画像を残像がなくブラ

ウン管テレビ並みに鮮明に映し出す技術がもっ

とも重要と考え、これに絞って開発を進めまし

た。当時、残像の発生は主に２値(黒：透過率０%

と白：透過率 100%)の応答特性の悪さに起因する

と考えられていたため、この２値応答が高速で

ある新しい液晶材料の開発に力が注がれていま

した。 

しかし、それまで長年、動画中心の撮像技術

と映像伝送技術などに携わってきた経験から、

２値応答は言われているほどには遅くないと感

じ、原因は別にあると思っていました。そして、１つ１つ

実験を積み重ねることで、残像の原因が、中間調(グレー：

中間の明るさ)に変化するときの応答劣化と液晶分子の回

転に伴う静電容量変化による駆動電圧の低下であること

を、突き止めることができました。さらに、明らかになっ

た残像発生モデル（液晶動的応答モデルと液晶動的容量モ

デル）に基づいて残像低減を行う技術、すなわち、液晶応

答劣化を補償するために、液晶に加える電圧を、階調(明

るさ)の変化に応じて一定期間だけ強調(オーバードライ

ブ)する液晶駆動方式を発明するに至りました。（図１）。 

本技術により、液晶テレビの中間調の応答は従来の４

倍以上に高速化(60Hz 駆動で応答時間 16.7 ミリ秒以下）

され、残像の大幅な低減が可能になりました（図２）。 

 1992 年には、本技術を搭載した液晶テレビを世界で始

めて試作するとともに、ディスプレイ技術分野の最大の国

際学会である SID（Society for Information Display）

で、本技術に関する論文発表を行いました。本発表は、当

時主流であった高速液晶材料なしには残像低減は難しい

という考え方に新風を吹き込み、技術開発の新しい流れの

端緒となりました。しかし、この新しい流れの芽が、残像

のない大型液晶テレビとして結実するまでの道のりは、決

して平坦ではありませんでした。その 1つは、製品化する

ためにはフレームメモリを必要とするために、コストが高

かったからです。1995 年には、メモリ容量を半減させる

図１ オーバードライブ技術の原理と効果
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図 1 オーバードライブ技術の原理と効果 
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図２ オーバードライブ技術による残像低減効果

従来技術 オーバードライブ技術

低コスト化技術を開発して業務移管までこぎつけたもの

の、まだまだコスト圧力が強く製品化には至りませんでし

た。結局、半導体技術の進歩とともにメモリコストが低下

することで、2002 年に初めて液晶テレビに搭載され、そ

れ以来、急激に市場が伸びました。本技術は、今では約１

億台の液晶テレビのほとんどすべてに搭載されるデファ

クトスタンダードとなりました。 

さらに、本技術を、ＰＣや携帯に応用することを検討

し、2002 年には、ハードウエアを全く追加することなく、

ソフトウエアだけでオーバードライブ処理をリアルタイ

ムに行えるソフトウエア方式の開発につながりました。本

技術は、2003 年に、動画表示を中心とするマルチメディ

アＰＣに搭載され、現在、ワンセグ携帯電話などへも普及

しつつあります。 

 夢の壁掛けテレビと言われた液晶テレビの実現に貢献

したオーバードライブ技術ですが、研究開始から製品化ま

で１０年以上かかりました。他の人がやっていないことに

あえてチャレンジする勇気をもって、多くの人々に使って

もらえるまで、あきらめずにチャレンジしつづけることが

新しい流れを作ると信じています。 

“継続は力なり” 

 
著者略歴： 

1983 年，早稲田大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程

修了、同年、㈱東芝に入社。撮像装置の高画質化技術、画像圧縮

技術、液晶表示装置の高画質化に関する研究開発を経て、現在、

高臨場感ディスプレイ、拡張現実感ディスプレイの開発に従事。

液晶テレビの残像を低減するオーバードライブ技術に関して、デ

ィスプレイ国際学会ＳＩＤより2004年Special Recognition Award，

2006 年地方発明賞，2007 年市村産業賞受賞，2009 年全国発明賞

恩賜発明賞、文部科学大臣賞など多数受賞。工学博士，IEICE 2012

年エレクトロニクスソサイエティ大会運営委員長，SID編集委員，

IDW１２実行委員長，SID フェロー、日本液晶学会副会長、正会

員。

図 2 オーバードライブ技術による残像低減効果 



 

 13

【寄稿】（新フェロー） 

 

「通信用波長可変レーザの研究開発 

－波長可変レーザの３０年にわたる進化に携わって」 

東盛 裕一（NTT エレクトロニクス）  

 

 

このたび電子情報通信学会より「電流注入型波長可変半

導体レーザの先駆的研究」における貢献に対してフェロー

の称号を賜りました。ご推薦頂いた方々をはじめ、この研

究に携わる契機を与えて頂き、ご指導頂いた恩師末松安晴

東京工業大学名誉教授、波長可変光源の研究開発をご指導

頂き、博士課程２年で研究が行き詰まった時に

Bundle-Integrated-Guide(BIG)型レーザ実現の契機を与えて

いただき波長可変光源の研究開発を更に加速させて頂い

た荒井滋久東京工業大学教授、及び、ＮＴＴフォトニクス

研究所で超周期回折格子（ＳＳＧ）を集積した波長可変Ｄ

ＢＲレーザの開発を共に行った吉国裕三博士（現、北里大

学教授）、ＳＳＧ－ＤＢＲレーザの最適化、性能向上、波

長安定化制御等に尽力頂いた石井啓之博士（現ＮＴＴフォ

トニクス研究所グループリーダー）、そして大学時代から

今日まで、波長可変レーザ関連で学会、研究室、職場で議

論させて頂いた多くの皆様に心より感謝いたします。 

大学院修士一年から末松教授の研究室に入れていただ

き、半導体集積レーザの開発に従事いたしました。当時研

究室は1.55μｍ帯の半導体レーザの室温連続発振に成功

して、末松教授、荒井教授は更なる集積レーザ実現に向け

て日々研究開発されており、セブンイレブン（7:00am～

11:00pm）あるいはサンチェーン（24 時間営業）とよばれ

非常に厳しい研究室でしたが、当初から荒井教授をはじめ

多くの先輩方について液相成長によるレーザ結晶の成長

からプロセス、評価技術を直接指導頂く機会に恵まれ多く

のことを習得することができました。修士１年の後半から

末松教授より、“単一モードレーザの発振波長を電流的に

制御できる集積レーザを開発する”というテーマを頂き、

それが今日まで続くこととなりました。 

当時波長可変レーザは 1980 年に末松教授らにより半導

体レーザの位相とブラッグ波長とを電圧印加による屈折

率変化で制御する特許提案がなされていましたが、波長可

変の実証はなされておらず、またその後実証に至った電流

注入による屈折率変化による波長可変の報告もまだなさ

れていませんでした。 

そこで、集積レーザ技術を使って波長可変構造を有する

1.55μｍ帯の GaInAsP/InP 長波長半導体レーザで、レー

ザ発振に寄与する活性領域と、レーザ発振光の一つ共振モ

ードを選択的に反射するブラッグ反射器領域、及び発振波

長を可変できる位相制御領域を集積したレーザを試作し

（図１）、1983 年に波長可変レーザによる電気的な波長

制御として、電流注入によるプラズマ効果を用いた屈折率

変化により 0.41nm の連続的な波長可変をはじめて実証す

ることができました。 

 

図１．波長可変ＤＢＲレーザの模式図 

 

この電流注入による波長制御は今ではごく当たり前です

が、当時は“安定に発振しているレーザの発振波長が電流

で可変できるとは思えない”という意見もあり、実際に実

証実験で確認するまでは大変心配であったことを覚えて

います。その後、各種の波長可変レーザを試作し可変範囲

を広げると共に、温度変動時に通常は発振波長が変動して

しまう現象を電流制御して、逆に波長変動を完全に抑制し

た波長安定化（ゼロ温度係数動作）を 40 度以上にわたっ

て実証しました。また、波長制御方法として、これも今で

は当たり前の制御となっていますが、ブラッグ波長制御と

位相制御の２つの制御を用いて連続的な波長可変が行え

る電流制御方法を提案しました。 

1986 年 3 月に博士課程を修了、卒業するまでに、先生方

のご指導により、ＤＢＲレーザでの位相制御、ブラッグ 

波長制御、温度変動時の波長安定化などの実証、並びに波

長の連続制御方法の提案などを行うことができました。 
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1986 年にＮＴＴに入社した後は、故板屋義夫博士（前

NTT エレクトロニクス）、吉国裕三博士らと単一モードレ

ーザの開発を継続しましたが、当初は液相成長から有機金

属気相（MO-VPE）成長に移行する時期であったため、集積

レーザ作製技術の立ち上げに従事すると共に、MO-VPE 装

置の立ち上げにも参画す

ることができました。そ

のお陰で高品質の結晶成

長や複雑な集積技術を習

得することができ MO-VPE

成長でも活性層と波長制

御 層 の 突 合 せ 接 合

(Butt-joint)を可能にす

ることができました（図

２）。 

1988 年 3 月から１年３ヶ月間は、思いがけず米国コロラ

ド大学に客員研究員で滞在する機会に恵まれました。その

間、世界中の大学、研究機関で活躍されている多くの方と

議論させていただく機会に恵まれ知見を広めると共に、多

くの人と知り合える機会を得ることができました。 

帰国後、吉国裕三博士らと共同して、1992 年にＳＳＧ 

(Super-Structure-Grating)反射鏡、及びＳＳＧ反射鏡を

一体集積した電流制御型波長可変ＳＳＧ－ＤＢＲレーザ

を提案し、特許取得も行うことができました。このレーザ

は 1983 年の電流注入による波長可変機能を有し、更にバ

ーニア効果で従来の波長可変範囲を一桁拡大することが

でき、現在の通信用波長帯であるＣ帯、Ｌ帯もカバーする

ことができるようになりました（図３）。 

尚、ＳＳＧレーザ提案と同時期に、先の電流注入による波

長可変機能を有し、ＳＳＧとは異なるＳＧ（Sampled 

Grating）とバーニア効果を用いた波長可変ＳＧ－ＤＢＲ

レーザがＵＣサンタバーバラの Coldren 教授らのグルー

プから提案され、このレーザは Agility 社（現 JDSU 社）

から通信用の広帯域波長可変レーザとして供給され、特に

Ｄ－ＷＤＭ用光源として世の中に普及してゆきました。 

Ｄ－ＷＤＭ通信システムは、当初は固定波長のＤＦＢレ

ーザを用いて開始されましたが、運用時の波長設定や故障

時の予備光源の計画的配備を必要としたため使いづらく、

システムが普及しにくい状況でした。しかし、上記のよう

に電流制御型波長可変レーザの実現、波長可変範囲の拡大

により波長可変レーザが実用化され、更に普及したため、

固定波長のＤＦＢレーザは徐々に波長可変レーザに置き

かえられてゆきました。但し、最初は高額であった為、故

障時のバックアップ光源として用いられましたが、程なく

価格が下がり固定波長ＤＦＢレーザに対して遜色が無い

程度になると、ほとんどＤＦＢレーザが置き換えられてゆ

くようになりました。波長可変レーザの登場により、通信

事業会社としては過剰な在庫をかかえる必要が無くなり、

設備投資計画に柔軟に対応できる見込みができたため、

2004 年以降全世界で本格的に導入されるようになりまし

た。 

波長可変光源の開発に従事して 30 年近くが経ちますが、

Ｄ－ＷＤＭ通信システムは 10Ｇ、100Ｇと発展してゆく中

で、光源には、省電力化、小型化、そして各種機能素子と

の集積化などが求められてゆきます。その中で、ＤＢＲ型

の広帯域波長可変レーザは柔軟に対応できるため、この先

もＤ－ＷＤＭ通信システム用光源として全世界で幅広く

使われ続けると考えています。 

 

著者略歴： 

1986 年 東京工業大学電子物理工学科博士課程終了、工学博

士。同年、日本電信電話株式会社（現 NTT）入社、波長可変光源、

光半導体機能素子、半導体光集積回路等の研究開発・実用化に従

事。1988～1989 年コロラド大学客員研究員、2005～2007 年 NTT

エレクトロニクス・企画部長、2007～2009 年 NTT・光デバイス

研究部・部長。2009 年より NTT エレクトロニクスに転籍、生産

技術部・部長。 

学会関連：電子情報通信学会論文賞（1987 年、2004 年）電子

情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ賞（2004 年）、ソサ

エイティ副会長・編集担当（2010 年）、レーザ量子エレクトロニ

クス研究会（LQE）委員長（2005 年）、集積デバイスと応用研究

会（IPDA）委員長（2010～11 年）、IEEE Senior Member 

 

図２．MO-VPE 成長による

  Butt-Joint 接合断面

 
図３．ＳＳＧ－ＤＢＲレーザの模式図 
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【寄稿】（新フェロー） 

 

「新しい電磁波領域の実用化を目指して」 

 

永妻 忠夫（大阪大学） 

 

 このたびは、「光技術によるサブテラヘルツ波発生と無

線通信への応用」という貢献内容で、フェローの称号を頂

戴いたしましたことを大変光栄に存じますとともに、本研

究を遂行するにあたり甚大なるご指導とご支援をいただ

いた NTT 研究所の皆様をはじめとする関係各位に心より

お礼申し上げます。本稿では、研究の経緯やそれにまつわ

るエピソード等をご紹介することで、お世話になった皆様

への感謝の意を示し、また、若手研究者の方に読んでいた

だくことで何かのお役に立てればと思い筆を執ることに

いたしました。 

私自身の四半世紀を超える研究領域を振り返ってみま

すと、本稿のタイトルにありますように、まだ世の中で（特

に産業界で）利活用されていないテラヘルツ波（0.1THz

から 10THz の周波数領域）に関わるものです。ただ、若

い頃からこれをやりたいと意図したものではなく、気が付

くとずっと同じ電磁波の研究に携わっていたという感じ

です。私の最初のテラヘルツ波との出会いは、約 30 年前

の 大 学 院 生 の 頃 に 遡 り ま す 。 当 時 は 、 ミ リ 波

(30GHz~300GHz)、サブミリ波(300GHz~3THz)と呼ばれて

いた電磁波が対象でしたが、超伝導体を用いたジョセフソ

ン発振器に関する研究が博士論文のテーマでした。用途は

電波天文に用いるヘテロダイン受信機のための発振器で

す。当時からこの周波数帯には安定で高出力の信号源があ

りませんでした。 

博士課程修了後 NTT 研究所に入り、そこでは超伝導体

ではなく半導体 IC(Integrated Circuit)の研究を見習いから

始めました。そのうち、私の研究テーマは IC の設計その

ものよりも、開発した IC を如何に測定するかという評価

技術にシフトし、やがて、どんな高速のトランジスタや IC

も測定できる計測器を作ることが研究開発のターゲット

になりました。世界一速い LSI を作るには自らが世界一広

帯域の計測技術を持っていなければならないという自負

があったように思います。この計測技術の研究では、電気

光学サンプリング(Electro-optic sampling: EOS)と呼ばれる

光技術を用いた手法に挑戦しました。岩田穆氏(現・広島

大学名誉教授)、佐野栄一氏(現・北海道大学)、柴田随道氏

(NTT)と一緒に研究を立ち上げ、技術誌 NTT R&D に「非

接触テラヘルツ IC プローバ」(Vol. 40, No. 1, pp. 109-118，

1991 年 01 月) という題目で、テラヘルツ帯域を持った IC

計測技術を紹介しています。その後、品川満氏(現・法政

大学)と共に IC テスタへの実用化研究を進めました。図 1

の写真は、電気光学(EO)結晶を電界センサとして IC に近

接させた様子です。IC 上の電気配線から漏れた電界によ

って EO 結晶の複屈折率が変化し、これを上方からレーザ

光を照射して偏光変化として検出するしくみです。IC 内

部の任意のポイントの電気信号波形を計測することがで

きます。実用化のためには、当初用いていたマニアックな

固体レーザや色素レーザではなく、半導体レーザが不可欠

だったのですが、タイミングよく、光ファイバ通信技術で

利用されていたパルスレーザ技術を、岩月勝美氏(現・東

北大学)から伝授いただいきました。その後、この EOS 計

測技術は NTT 研究所内で開発された、様々なデバイスや

IC の評価・診断に使われました。 

EO結晶100μm

レーザ光

 

図 1. テラヘルツ IC プローバによる計測 

 

1996 年、石橋忠夫氏(現・NEL)の考案による「単一走行

キ ャ リ ア フ ォ ト ダ イ オ ー ド (Uni-traveling carrier 

photodiode: UTC-PD)」の開発においても EOS 技術が活用

され、さらにこの UTC-PD が高出力テラヘルツ波の発生

において大活躍することになります。佐藤憲史氏(現・沼

津高専)が開発された、繰り返し 60GHz のモード同期レー

ザを用いて、UTC-PD から 60GHz のミリ波信号を発生さ

せてみたところ、驚くことにガンダイオード並みの 10mW

を超える出力が得られることが分かりました(1998 年)。そ

こで、もっと高い周波数の電気信号の発生に挑戦したいと

考えたのですが、もはや同軸ケーブルで扱える周波数では
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ないことから、枚田明彦氏(NTT)と共に、図 2 の写真に示

すようなフォトダイオードを平面アンテナに接続した「サ

ブテラヘルツエミッタ」を開発しました。動作周波数は、

上記のモード同期レーザの出力を光マルチプレクサで逓

倍した 120GHz で、アンテナは、町田克之氏(現・NTT-AT)、

石井仁氏(現・豊橋技科大)他によるシリコン MEMS 技術

によって作られたものです。社内で、ショットキーダイオ

ードを用いた受信機と組み合わせて、10MHz のアナログ

TV 信号の無線伝送のデモに成功した時は感激でした。 

アンテナ

フォトダイオード

レーザ光

RF 信号

 

図 2. サブテラヘルツ波エミッタ 

 

さて、この 120GHz エミッタの開発をきっかけに、2000

年頃から無線通信応用への研究開発に注力し始めました。

120GHz 帯は、60GHz 帯よりも大気減衰が少なく、加えて

10GHz 以上にわたり減衰の低い電波の窓があることから、

10Gbit/s 程度のラストワンマイル(1~2km 程度)の無線には

使えるのではないかと予想していました。UTC-PD は、前

出の石橋氏をはじめ、伊藤弘氏(現・北里大学)、古田知史

氏(現・NEL)、若月温氏(現・NEL)、村本好文氏(NTT)他の

精力的な研究により、出力、帯域ともに性能を伸ばしまし

た。また、小杉敏彦氏(NTT)、村田浩一氏(NTT)、徳光雅

美氏(現・NEL)他が開発された InP-HEMT による 120GHz

帯増幅器のお蔭で、送信機の出力が 10mW を超え、また

受信機の感度も大幅に改善された結果、上記のラストワン

マイル無線は現実のものとなりました。 

2005 年頃から、フジテレビジョンとの 120GHz 帯無線

の開発プロジェクトが始まり、枚田氏をはじめ、佐藤康弘

氏(NTT)、高橋宏行氏(NTT)、山口良一氏(現 NEL)他により、

屋外実験や国際展示会でのデモンストレーションが展開

され、技術に磨きがかかりました。ハイビジョン TV 信号

を非圧縮で遅延無しに複数チャネル送れることが魅力で

した。図 3 は、お台場で行った屋外実験の様子で左右の大

小のアンテナは、それぞれ、マイクロ波と 120GHz 帯送信

機のアンテナです。さらに 2006 年からは、門勇一氏(現・

京都工繊大)をリーダとする研究開発プロジェクト(総務

省)が NTT、フジテレビジョン、NHK との共同で発足し、

オール電気システムによる 120GHz 帯無線機の開発が進

められ、2008 年の北京オリンピックの中継(トライアル)

にも成功しました。 

120GHz帯送信機

 

図 3. 120GHz 帯無線の屋外実験の様子 

 

120GHz 帯無線の研究を皮切りに、現在、世界各国で

100GHz を超える周波数を利用した無線通信の研究開発が

活発になりました。中でも、275GHz を超える周波数帯の

電波利用については、国際的な周波数割り当てが無かった

(ごく最近、受動業務用の割り当てが始まっているが、能

動業務についてはこれからである)ことから、300GHz 帯無

線に対する関心が高まっています。今大学では、光技術を

用いたテラヘルツ電磁波の発生技術をツールにして、

300GHz 帯無線通信のほか、分光やイメージング(トモグラ

フィ)の応用研究も展開しています。 

以上、計測技術の研究から始まった様々な人と技術との

出会いが、当初想像もつかなかった無線通信の研究に繋が

り、さらに最近になって世界中の人たちが同じような研究

を始めたことは、なんとも研究者冥利につきます。「偶然

の出会いを大切に」をモットーに、人、技術、そして物理

現象との関わりを楽しみながら、21 世紀に残された電磁

波領域の実用化に向けてより一層精進していきたいと思

います。残念ながら本稿ではご縁のあった方々のごく一部

しかご紹介できませんでした。ご指導、ご支援いただきま

した数多くの皆様へ感謝の意を表して筆をおきます。 

 

著者略歴： 

1986 年 九州大学大学院工学研究科 博士課程修了(工学博士)。

同年、日本電信電話（NTT）入社。2007 年 大阪大学大学院基礎

工学研究科 教授。主として、超高速エレクトロニクス、マイク

ロ波フォトニクス（光技術と電波技術の融合分野）の研究開発に

従事。大河内記念技術賞、科学技術長官賞、電子情報通信学会業

績賞、逓信協会前島賞、文部科学大臣表彰科学技術賞、近畿総合

通信局長賞等を受賞。
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【寄稿】エレソ大会学生奨励賞受賞記（電磁波・マイクロ波分野） 
 

「ハニカム誘電体基板集積導波管（HCSIW）

の検討」 

池内 裕章（兵庫県立大学） 

「VLF 帯大地-電離層導波管伝搬の解析」 

 

伊藤 仁（電気通信大学） 

 この度、エレクトロニクスソサイ

エティ学生奨励賞を授与して頂き

大変光栄に存じます。ご推薦くださ

いました学会関係者の皆様に深く

お礼申し上げます。日頃からご指導

していただいている河合正准教授、

太田勲副学長、ならびに関係者の

方々に深くお礼申し上げます。 

 今回受賞対象となりました「ハニカム誘電体基板集積導

波管(HCSIW)の検討」は、誘電体基板に波長に比べて十分

小さな空気ポストを多数配置した新しい SIW の検討とそ

の応用に関する報告であります。今までに様々な SIW 回

路素子が提案されており、構造の一部に空気ポストを装荷

することにより生じる誘電率分布を用いた回路素子もす

でに報告されております。しかしながら、空気ポストの直

径が大きすぎることから、そこからの放射を防ぐため上下

を金属で覆う必要があります。今回提案した回路構造は波

長に対して十分小さな径の空気ポストを多数配置する構

造ですので空気ポストからの放射損はその他の損失と比

べて無視できるほど小さくなります。また、空気領域と誘

電体領域の占有面積比率から容易に実効比誘電率をコン

トロールすることが可能です。さらに、誘電体領域が空気

領域に置換されることで誘電体損が減少し、通常の SIW

よりも減衰定数が小さくなるという特長を有しておりま

す。そして任意の形状で実効比誘電率を容易に調整するこ

とができるという特長を各種 SIW 回路素子の設計に応用

し、誘電率分布を用いた回路設計について提案しました。

今回は直角コーナに適応した例を示しましたが、その他の

回路にも HC 構造を応用して様々な回路素子の特性改善

や新たな回路の提案を行い実験的にもその有効性を確認

したいと思います。 

 最後に、今回本賞を頂けましたことを励みとして、今後

も研究に邁進したいと思います。今後ともご指導、ご鞭撻

のほど宜しくお願い申し上げます。 

著者略歴： 

 平成 20 年摂南大学工学部電気電子工学科卒業、平成 22 年兵庫

県立大学大学院工学研究科電気系工学専攻博士前期課程修了。同

年より同専攻博士後期課程在学中。 

 この度は名誉ある賞をいただき

大変光栄でございます。ご推薦い

ただいた関係者の皆様にお礼申し

上げます。 

 受賞対象となった「VLF 帯大地-

電離層導波管伝搬を用いた電子密

度プロファイル同定手法の検討」

は、VLF 帯(3～30kHz)の電磁波を用いて地上から高度

100km 程度にある電離圏を解析するものです。電離圏の発

見から幾年経過した現在でも、その振る舞いには依然とし

て多くの謎が残っています。本研究グループではリアルタ

イム電離圏電子密度観測の実現を目指し、数値電磁界解析

による検証を行っています。電離圏は地上から高高度に位

置するため直接観測することは困難ですが、電離圏で反射

した電磁波を地上で観測することは容易です。よって電離

圏の変動は地上での電界強度の変動に反映されます。本研

究では電子密度分布と電界強度の関係を最適化問題とし

て扱うことで電離圏の電子密度同定が可能なことを示し

ました。最適化問題では膨大な計算量が問題となりますが、

VLF 送信局伝搬に特化した高精度、省資源の電磁界シミ

ュレータの開発と近年流行のGPGPUの導入により高速な

計算を実現しました。 

 現在はまだシミュレーション上での検証を行っている

段階ですが、より効率的で実用的な同定手法にする予定で

す。近い将来、VLF 波の観測から電離圏じょう乱等の同

定が可能となり、地球物理の解明に役立つことを願ってい

ます。 

 最後になりましたが、日ごろからご指導いただいている

安藤芳晃准教授に感謝申し上げます。 

 

著者略歴： 

 平成 23 年電気通信大学電気通信学部電子工学科卒業、 

同年より同大学大学院情報理工学研究科修士課程在学中。 

  



 

18 

【寄稿】エレソ学生奨励賞受賞記（化合物半導体・光エレクトロニクス分野） 
 

「3 次元中空導波路レーザの作成・評価」 

阿久津 友宏（東京工業大学） 

「Si 細線光導波路リング共振器フィルタを用

いた狭線幅波長可変レーザ」 

根本 景太（東北大学） 

 この度は栄誉ある賞を授与頂き、

大変光栄に存じます。ご推薦いた

だいた学会の関係者の方々に深く

御礼申し上げます。 

 今回受賞対象となりました「3 次

元閉じ込め中空導波路 DBR レーザ

（II）」はわずかなコア厚変化で巨

大な波長可変特性を有し、かつコアが中空のため低温度依

存性という特徴をもっております中空導波路と

SOA(Semiconductor Optical Amplifier:半導体光増幅器)を組

み合わせた新たな可能性を秘めた外部共振器型半導体レ

ーザです。今後通信量の更なる大容量化を実現するために

は、波長帯域の制限などから周波数利用効率を高める必要

があります。そこでは従来の on-off-keying ではなく、位

相情報を利用した「光デジタルコヒーレント方式」並びに

「多値変調方式」に注目が集まっています。そのための高

性能半導体レーザが報告されていますが、波長可変性、モ

ード安定性、狭スペクトル線幅、実装容易性などの両立に

は課題が残っています。本報告ではスペクトル線幅

100kHz 以下の狭線幅化と波長温度安定化の両立を目標と

し、中空導波路長および SOA 長の設計、損失低減のため

の無反射コート、中空導波路と SOA の結合効率向上のた

めのビームスポット形状の制御を検討・作成し，狭線幅化

の実現可能性を示すとともに、中空導波路の優れた温度特

性についても報告させていただきました。 

 現在、我々研究グループでは 3 次元中空導波路の更なる

構造解析と損失の低減による高度化を目指しています。今

回の受賞を励みとして、一層の精進を重ねたいと思います。

今後とも皆様のご指導ご鞭撻の程、どうぞ宜しくお願い申

し上げます。 

 最後に、指導教員の小山二三夫教授、共著者であり親身

にご指導をしていただいた山川英明研究員をはじめ研究

室の方々にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。 

著者略歴： 

平成 24 年東京工業大学工学部電気電子工学科卒業。 

同年、同大学総合理工学研究科物理電子システム創造専攻 

以来、光通信用光源の更なる高性能化に向けた研究に従事。 

 この度は名誉あるエレクトロニ

クスソサイエティ学生奨励賞を頂

き、大変光栄に存じます。ご推薦

下さいました学会関係者の方々に

深く御礼申し上げます。また、本

研究の遂行にあたり、ご指導いた

だきました山田博仁教授、北智洋

助教、ならびに関係者の方々に厚く御礼申し上げます。 

 今回受賞対象となりました「Si 細線光導波路リング共振

器フィルタを用いた狭線幅波長可変レーザ」は、シリコン

細線光導波路を外部共振器として用いた波長可変レーザ

において初めて、次世代大容量光通信として注目されてい

るデジタルコヒーレント通信に適用可能である 100 kHz

以下の狭スペクトル線幅を実現した報告です。シリコン細

線光導波路は、強い光閉じ込めと大きな熱光学効果を持つ

ため、共振器の劇的な小型化と波長可変動作時の省電力化

が可能となります。本報告では、狭スペクトル線幅を得る

ため、リング共振器や共振器長の構造の最適化設計を行い

ました。そして作製されたフィルタを用いてレーザの評価

を行い、実際に線幅 100 kHz 以下での動作を確認し、デジ

タルコヒーレント通信用の光源として適用が可能である

ということを示すことができました。 

 現在は、レーザの安定性の向上や高出力化を目指して研

究を行っています。また、モジュール化に向けた取り組み

も行っています。 

 今回の受賞を励みとして、今後も波長可変レーザの研究

に精進していきたいと思います。今後とも皆様のご指導ご

鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。 

 

著者略歴： 

平成 24 年東北大学工学部情報知能システム総合学科卒業、 

同年、同大学院工学研究科通信工学専攻修士課程入学。 

シリコン細線光導波路リング共振器型狭線幅波長可変レーザの

研究に従事。 
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【寄稿】エレソ学生奨励賞受賞記（シリコン・エレクトロニクス一般分野） 

 

「超低電力オペアンプの高速化技術」 

 

鶴屋 由美子（神戸大学） 

 

 

 

 この度はエレクトロニクスソサ

イエティ学生奨励賞を頂き大変光

栄に存じます。ご推薦下さいました

学会関係者や選考委員の皆様方に

は深く御礼申し上げます。また本研

究の遂行にあたりご指導頂きまし

た廣瀬哲也准教授、共同研究者であ

る小林修氏（STARC）、ならびに関係者の方々に厚く御礼

申し上げます。 

 今回受賞対象となった「超低電力オペアンプの高速化技

術」は、ナノワットオーダーの超低電力で動作するオペア

ンプにおいて問題となる応答速度の劣化を改善する新手

法を提案しています。この手法は、オペアンプの仮想接地

が崩れたときのみバイアス電流を増幅し、その電流を回路

に供給する技術（適応バイアス技術）を用いています。動

作時のみに駆動電流を増加させることで低電力かつ応答

速度の改善を実現できます。提案オペアンプは、新しいア

ーキテクチャに基づいた適応バイアス技術を用いており、

適応バイアス回路とオペアンプのネガティブフィードバ

ック構成を採用することで、時々刻々と変化する入力電圧

の状態検知から電流の増幅までをシンプルな構成で実現

しています。 

 しかし、提案したオペアンプは一段構成の基本オペアン

プを用いているため利得が低い課題があります。また、適

応バイアス回路がオペアンプの諸特性に及ぼす影響につ

いて詳細な検討を行う必要があります。現在は、これらの

検討課題を進めるとともに、低電力かつ高速なオペアンプ

を用いたアプリケーションシステムの検討を行っており

ます。詳細なチップ測定評価を行い、有用なアナログ回路

システムの構築に向けた基礎研究を推進しています。 

 今回の受賞を励みとして、今後の研究において一層邁進

して参りたいと思っております。今後とも皆様のご指導、

ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

著者略歴： 

平成 23 年岡山大学工学部通信ネットワーク工学科卒業、 

平成 24 年神戸大学工学研究科電気電子工学専攻博士前期課程在

学中。 
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【寄稿】（論文誌技術解説） 

 

「ELEX：第六回レビュー論文紹介」 

（ELEX 編集委員会） 

ELEX 編集幹事 藤井孝治（NTT） 

 

オンラインレター誌 Electronics Express (通称 ELEX)

では、2011 年 7 月より、3ヶ月に一回、エレクトロニクス

分野の中から注目のテーマを１つ選定して、数篇のレビュ

ー論文を掲載し、当該分野に関する読者の理解を深めてい

ただくための企画を開始致しました。これまでに計 5 回、

全 14 篇のレビュー論文を掲載してまいりましたが、おか

げさまで、数多くの読者の方の支持をいただき、閲読数の

極めて高い人気の企画となっております。 

この度、ELEX、10 月 25 日号にその第六回企画が掲載さ

れましたので本誌面をお借りしご紹介させていただきま

す。第六回目の今回は、「マイクロ波受動回路技術」をテ

ーマに、兵庫県立大学・河合正先生と小山高専・大島心平

先生にレビュー論文をご執筆いただくことができました。

いずれの論文も、非常に読みやすく、本分野の概要から最

近の話題まで専門外の研究者にも理解しやすくまとめて

られています。また、かなりの数の参考文献を引用してい

ただいており、マイクロ波受動回路技術の最近の動向を知

り、調査しようとする方には大変有益なものとなっていま

す。以下、各論文の内容について簡単にご紹介させて頂き

ます。 

河合先生の論文では、マイクロ波及びミリ波の無線機器

おいて重要な役割を果たす、ハイブリッド回路について、

その広帯域化に向けた設計手法を、２つの事例を基に、詳

しく解説いただいております。１つめは、外部のマッチン

グ伝送路による branch-line 型の 90 度ハイブリッド回路

について説明いただいております。マッチング回路を外部

とすることで入出力ポートへの集積化が可能となり、小型

化と広帯域化の両方を実現しています。中心部分の回路解

析には等価アドミッタンス手法を、外部のマッチング回路

には、隣接 3周波数での整合条件をもとに広帯域化する手

法をそれぞれ用い、比帯域幅 40%にわたり反射ロス-20dB

以下という広帯域特性を得ています。２つめは、

CRLH-TLs(Composite Right-/Left-handed Transmission 

Lines)と RH-TLs(Right-Handed Transmission Lines)を組

み合わせた rat-race 型の 180 度ハイブリッド回路につい

て説明いただいております。小型化のキーである

CRLH-TLs の回路モデルについては、分布定数回路を単純

なＴ型の集中定数回路の直列接続で表現されるなど、設計

上、非常に参考になる内容となっています。また理論的な

検討と試作回路による実験データとの対比が適切になさ

れ、この分野の研究者にとって進め方等についても示唆に

富む内容となっています。 

大島先生の論文では、LTCC(Low Temperature Co-fired 

Ceramic)技術を用いた、マイクロ波積層モジュールについ

て詳しく解説いただいております。LTCC 技術の特徴であ

ります、基板内への受動回路の組み込みとその多層化、低

誘電率と高導電率を兼ね備えた材料特性とにより、高性能

な RF 回路を１つの積層基板内にコンパクトに実装するこ

とが可能となっております。本論では、この LTCC 技術を

用いたマルチプレクサ回路について、設計手法、実装手法、

及び評価結果について詳しく説明いただいております。近

年の無線通信端末では、携帯電話、無線 LAN, GPS など、

種々の無線仕様に対応することが求められており、共通の

アンテナから複数の周波数バンドを分波する、マルチプレ

クサ回路が重要な役割を果たしています。その点で、LTCC

技術は、キーとなるマイクロ波受動回路を小型かつ高性能

に実現する技術として有望であり、無線機等の開発に携わ

る技術者にとって非常に有意義な内容となっています。 

 今回紹介したレビュー論文は ELEX Web サイト

(http://www.elex.ieice.org/)からダウンロード頂けま

す。是非多くの会員の皆様にご一読頂きたいと思います。  

今後は以下のようなテーマを取り上げていく予定です。 

2013 年 2 月 フォトニック結晶 

2013 年 4 月 パワーエレクトロニクス 

末筆になりますが、この度企画にご賛同いただき、大変

お忙しい中、素晴らしいレビュー論文をご執筆いただいた

河合先生、大島先生には、改めて深く御礼申し上げます。 

著者略歴： 

  1993 年東京工業大学大学院理工学研究科電子物理工学専攻修

士課程修了。同年、日本電信電話(株) LSI 研究所。 

CMOS ディジタル要素回路、ユビキタス無線用ベースバンド回路等

の低消費電力化技術の研究開発に従事。 
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【寄稿】（論文誌技術解説） 

 

英文論文誌小特集号「Special Section on Recent 

Progress in Electromagnetic Theory and Its 

Application」によせて 

ゲストエディタ（電磁界理論研究専門委員会） 

西本 昌彦（熊本大学），白井 宏（中央大学） 

 

 電磁界理論研究専門委員会の取り扱う分野は非常に広

く、電磁波（電波、光波、X 線）に関する基礎理論から実

用に直結した応用研究まで、広範にわたっています。一方、

フォトニック結晶構造やメタマテリアルズなどの新材料、

大規模構造による散乱問題の高速数値解析アルゴリズム、

マイクロ波やミリ波、光通信システムにおける各種デバイ

ス内の伝搬解析など、電磁界理論を中心とした応用技術が

近年ますます盛んになってきています。このような現状を

踏まえ、本研究専門委員会では、電磁界理論の進展とその

応用に関する最近の新しい研究成果を総括することを目

的として、毎年、英文論文誌Ｃの特集企画「電磁界理論の

進展とその応用」小特集“Special Section on Recent Progress 

in Electromagnetic Theory and Its Application”を発行してい

ます。今回の論文誌（2013 年 1 月発行）では、平成 23 年

11 月 17 日（木）～19 日（土）に富山県高岡市で開催され

た「第 40 回電磁界理論シンポジウム」で発表された研究

内容を中心に論文募集していますが、それに限らず、2011

年に開催された電磁界理論関連の国際会議（例えば、

PIERS 2011-Marrakesh, PIERS 2011-Suzhou, IEEE 

AP-S/URSI 2011, ISAP 2011-Jeju 等）での発表成果を発展さ

せた内容についても、幅広く受け付けています。 

 今回は、総数 20 件（ペーパー 10 件、ブリーフペーパ

ー 10 件）の投稿があり、慎重な査読審査の結果、最終的

に6件のペーパーと6件のブリーフペーパーが採録となり

ました。採録論文の内容としては、電磁波の散乱・回折問

題の理論解析及び数値解析、グレーティングおよびフォト

ニック結晶導波路などの周期構造中の電磁界解析、電磁界

問題の各種数値解法、電磁波によるセンシング技術、トン

ネル内の電波伝搬解析など、さまざまな分野への応用を目

指した電磁界解析に関する研究成果が含まれています。こ

れらは電磁界理論研究会の扱う内容のごく一部ではあり

ますが、電磁界に関する広範な内容が含まれており、本研

究会の取り扱う分野が広範にわたっていることをご理解

いただけることと思います。電磁界の理論解析および数値

解析をはじめ、時代のニーズにあった最先端の研究成果も

含まれています。いずれの論文も 2011 年度にまとめられ

た最新の研究成果が記載されていますので、電磁界関連の

研究開発に携わる多くの技術者・研究者の皆様にご覧いた

だき、今後の研究の発展に役立てていただければと思って

います。 

最後に、本特集号発行の機会を与えていただいたエレク

トロニクスソサイエティの関係の皆様、貴重な研究成果を

原稿にまとめて投稿いただいた著者の皆様、公正な判定と

適切なコメントをいただいた査読者の皆様に、この場を借

りてお礼申し上げます。また、本特集号の編集にあたって

は、2 名の編集幹事と 12 名の編集委員の協力をいただき

ました。特に、編集幹事には論文募集から査読、発行に至

る全体の編集作業の調整と取りまとめにご尽力いただき

ました。記して謝意を表します。 

編集幹事：藤崎清孝（九大）、安藤芳晃（電通大） 

編集委員：稲沢良夫（三菱電機），大貫進一郎（日大），柏

達也（北見工大），木寺正平（電通大），黒田道子（東京工

科大），後藤啓次（防衛大），佐藤亮一（新潟大），田中雅

宏（岐阜大学），出口博之（同志社大），平野拓一（東工大），

横田光広（宮崎大），渡辺仰基（福工大） ［敬称略］ 

 

著者略歴： 

西本 昌彦 1982 年 熊本大・工・電子卒、1987 年 九大・院・

博士了、1987 年 熊本大学工学部助手、助教授を経て、2004 年 熊

本大学大学院自然科学研究科教授、現在に至る。工博。2008 年 本

会エレクトロニクスソサイエティ活動功績表彰。2009-2010 年 

IEEE AP-S Fukuoka Chapter Chair、電磁界理論研究専門委員会委員

長。信学会、IEEE、電気学会各会員。 

白井 宏 1980 年静岡大・工・電気工卒業、82 年同大学院工学

研究科電気工学専攻修了、86 年米国 Polytechnic 大学大学院博士

課程修了。Ph.D. 同大学ポストドクトラル研究員を経て 87 年から

中央大学理工学部。専任講師、助教授を経て現在教授。同大学入

学センター所長を併任中。信学会フェロー、電磁界理論研究専門

委員会副委員長。IEEE シニア会員、電気学会、ASA、日本音響

学会各会員。
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【寄稿】（論文誌技術解説） 

 

英文論文誌小特集号「進化するマイクロ波・ミリ波フォトニクス技術

小特集号」 

ゲストエディタ（マイクロ波ミリ波フォトニクス研究専門委員会） 

塚本 勝俊（大阪工業大学） 

 

 モバイルアクセスで多彩なクラウドサービスをもっと

便利に安全に利用したいというニーズが急激に増加して

いる。このような状況の中、無線周波数資源を一層効率よ

くフレキシブルに利用する技術、新しい周波数スペクトル

の開拓、それらの柔軟な提供とトラヒック分散を両立する

バックフォールネットワークの重要性がますます高まっ

ており、その実現に向けて、優れた光技術と電波技術の融

合から生まれる新しいデバイス、コンポーネント、システ

ム、ネットワークへの期待が大きい。 

 マイクロ波ミリ波フォトニクス（MWP: Microwave & 

Millimeter wave Photonics）技術は、低周波から THz 波、

光波に至る広大な周波数スペクトルにおける水平融合と、

デバイスからシステム、サービスに至る垂直融合から新た

な技術革新を生み出すことをターゲットにしており、デバ

イス／コンポーネント技術、アンテナ技術、ネットワーク

技術、放送技術、計測・測距・イメージング技術などの多

彩な専門分野から成り立っている。 

 APMP(Asia-Pacific Microwave Photonics Conference)は、

MWP 国際会議と並んでアジア太平洋地域で毎年開催され

る国際会議であり、その第７回目となる APMP 2012 が

IEICE エレクトロニクスソサイエティ主催で 2012 年 4 月

に京都で開催された。会議では、100GHz 以上の搬送波を

用いた 10Gb/s 級無線伝送の実現といった超高速無線通信

技術や THz 領域の応用シスムの大きな進展がみられ、そ

の実現には光技術やディジタル技術が深く関わっている。

また、感度や周波数範囲などの性能向上が著しい電界計測、

レーダ／バイオなどへの新しい応用の提案、RoF システム

の実用化の取り組み、モバイルバックフォールへの MWP

技術適用といった発表が多く見られた。デバイス分野では、

光を用いてマイクロ波ミリ波信号を生成／検出する技術

の大きな進展が見られ、光電波融合による高速化・広帯域

化が着実に進むとともに、新しい手法の提案や実用化に向

けた研究開発が行われていることが示された。 

 本特集号は、この APMP 2012 の開催を機に進展する

MWP 分野の研究成果を広く発信することを目的として、

会議での発表を発展させた論文投稿とともに、広く MWP

分野からの最新成果の投稿を期待して企画した。 

 特集号は、3 編の招待論文と 5 編のショートペーパを含

む一般論文から構成されている。招待論文では、次世代の

モバイルバックフォールへの WDM-PON の適用、最新の

ディジタル信号処理を用いたコヒーレント RoF 技術、そ

して、IEC における RoF デバイス／システムの標準化活動

が報告されている。一般論文は、モバイルバックフォール

への RoF システムの応用、光技術を用いたマイクロ波／

ミリ波の発生技術や計測技術、そのためのデバイス／コン

ポーネント技術、さらに光 AD 変換などの信号処理技術、

光無線通信技術に関するものであり、多彩な分野を横断し

ている。いずれの論文も新しいアイデアと最新の技術を駆

使したシステムや方式の提案、デバイスやコンポーネント

の作成、特性評価に関するものであり、MWP 技術分野に

大きく貢献するものと考えている。 

 最後に本小特集号編集に当たり、公正な判定と的確なコ

メントを示していただいた小特集編集委員会の編集委員、

ならびに査読者の皆様の多大なご協力に対して、この場を

借りて深く感謝したい。特に、編集幹事の戸田裕之氏（同

志社大）、荘司洋三氏（NICT）の両氏には論文募集から査

読、発行に至る全体の編集作業において調整と取りまとめ

に献身的なご尽力を頂いた。ここに深く感謝したい。 

 

著者略歴：  

1984 年大阪大学大学院修士修了。同年シャープ(株)に入社。

1988 年大阪大学大学院工学研究科助手、同講師、助教授を経て

2007 年より准教授。2012 年より大阪工業大学情報科学部教授。

光無線通信方式、コヒーレント光通信方式、衛星間光通信方式、

光ファイバ無線、RoF/RoFSO/RoR ネットワーク、電波エージェ

ントに関する研究に従事。1996 年電子情報通信学会論文賞、2005

年同業績賞、工学博士。 
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【寄稿】（論文誌技術解説） 

 

英文論文誌小特集号 「SQUID and its Applications」 

ゲストエディタ（超伝導エレクトロニクス研究会） 

糸崎 秀夫（大阪大学） 

 

 

超伝導が発見されて一世紀、高温超伝導体が発見されて

四半世紀が経過した。また超伝導体の電子素子としての応

用では SQUID（Superconducting Quantum Interference Device 

超伝導量子干渉素子）が、発明されてから半世紀が経過し

た。そこで、今回の特集号では、SQUID を特集として、

内外から招待論文と一般論文を募集した。 

SQUID については、ヘリウムによる冷却を必要とする

ものを低温 SQUID、液体窒素による冷却で動作するもの

を高温 SQUID と称している。 

低温 SQUID に関しては、40 年以上の長い開発の歴史が

あり、その応用展開が進んでいる。特に医療分野では脳磁

計測などへの展開が進展している。今回の特集では、医療

現場の利用状況について、大阪大学医学部の平田氏に脳磁

計測の利用について、特に脳神経系の活動イメージングに

関する論文を執筆いただいた。また、金沢工業大学の足立

氏からは、頸椎の神経系損傷について SQUID を用いて診

断する最新の装置や診断結果についての論文を投稿いた

だいた。また、最近の韓国における脳磁計測システムの開

発については、韓国標準科学研究所（KRISS）の Lee 氏に

脳磁計や心磁計の開発状況の論文をいただくとともに

KRISS で進められている新規な SQUID 応用として、超低

磁場 NMR、マイクロカロリメータ、超微小力計開発など

についても紹介いただいた。また、中国上海マイクロシス

テム情報技術研究所（SIMIT）の Kong 氏から、プリアン

プノイズの低減が可能となる新しい SQUID 駆動方式とし

て近年注目されている電流と電圧をフィードバックする

方式である SBC（SQUID Bootdtrap Circuit）方式の開発状

況と、その心磁診断への応用について、論文を投稿いただ

いた。 

一方高温超伝導 SQUID の応用研究も着実に進んでおり、

オーストラリア連邦科学産業研究機構（CSIRO）の Keenan

氏はステップエッジ接合を用いた高温 SQUID を開発し、

それを地質調査、マイクロ波通信のフロントエンド回路、

THz イメージングへの応用展開について論文で解説いた

だいた。また、電気通信大学の守屋氏は量子電圧発生器へ

の展開に関する論文を投稿いただいた。 

今回は必ずしも、低温 SQUID、高温 SQUID の最近の研

究開発の成果を俯瞰するような論文を集めるには至らな

かったが、日本のみならず、オーストラリアや韓国、中国

など先端的な研究を活発に行っている研究グループの論

文を掲載することができ、SQUID 研究の最先端の状況を

垣間見ることは十分に可能になっている。高温超伝導体発

見以来すでに四半世紀が経過し、発見当時のフィーバはす

っかり落ち着き、地に着いた研究開発が世界各地で着々と

進展し、超伝導電子デバイスとしての研究から、医療分野

や、地質調査など、いくつかの応用分野へ展開し、花開こ

うとしている。 

  

著者略歴： 

1976 年 大阪大学大学院工学研究科修士 

1982 年 Northwestern University PhD 

1976 年～2001 年 住友電気工業㈱勤務 

2001 年～2004 年 物質材料研究機構勤務 

2004 年～現在 大阪大学大学院基礎工学研究科教授 

学会所属：電子情報通信学会、IEEE、SPIE、日本物理学会、応用

物理学会、日本磁気学会、低温工学・超電導学会  
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【寄稿】（論文誌技術解説） 

 

7th International Symposium on Organic Molecular Electronics 及び英文論文誌C

「分子エレクトロニスと有機デバイスの新展開」小特集によせて 

（有機エレクトロニクス研究専門委員会） 

丸野 透（NTT－AT） 

 

 有機材料はエレクトロニクス材料としてますます重要

な地位を占めつつある。この分野の研究は、絶縁体、半導

体、導体、超伝導体、磁性体としての基礎的物性の評価に

とどまらず、メモリ、表示デバイス、太陽電池、光学素子、

センサ、アクチュエータなどへの応用研究に加え、バイオ

分野へも広がりを見せている。有機エレクトロニクス研究

専門委員会（ＯＭＥ）では、21 世紀を拓くこれらの材料

とデバイスの研究を総括することにより更なる発展の指

標が得られると考え、有機分子エレクトロニクスに関する

国際シンポジウム International Symposium on Organic 

Molecular Electronics (ISOME) を開催している。 

 ISOME は第 1 回を 2000 年に名古屋（名古屋大学）で開

催して以来、2002 年に埼玉（理化学研究所）、2004 年に京

都（京都大学）、2006 年に埼玉（埼玉大学）、2008 年に兵

庫（兵庫県立大学）、2010 年に千葉（千葉大学）と隔年で

開催し、エレクトロニクスソサイエティの定例的な国際活

動の一つとして定着してきた。このたび第 7 回シンポジウ

ムを 2012 年 6 月 7 日～8 日にＮＴＴ武蔵野研究開発セン

ター（東京都武蔵野市）にて開催した。本シンポジウム開

催に当たってはエレクトロニクスソサイエティより多大

なるご支援を賜り感謝申し上げる。 

 第 7 回 ISOME では大森教授（大阪大学）から"Polymeric 

Opto-electronic Devices for Optical Signal Transmission" と

題して基調講演を頂いた他、海外から 4 件、国内から 8

件の招待講演があり、一般口頭発表及びポスター発表を含

め全体で 47 件の発表があった。会議は作製評価技術、有

機物性、電子デバイス、光デバイス、フォトニクス、バイ

オ関連技術などのセションで運営された。各分野の内訳は

作製評価技術 10 件、有機物性 5 件、電子デバイス 4 件、

光デバイス 15 件、フォトニクス 3 件、バイオ関連技術 10

件であった。作製評価技術は基本技術として毎回一定数の

発表がある他、近年は光及びバイオ関連技術の研究が活発

であることがうかがえる。本シンポジウムは比較的小規模

ではあるが、毎回シングルセッションですべての分野の研

究者が一堂に会し、活発な討論を行うことを旨としており、

分野の境界を越えて情報交換を行い、新たな知見を得る場

として大変有意義であった。なお昼休憩の時間を活用して

ＮＴＴ武蔵野研究開発センターの見学会を開催し、参加者

から好評をいただいた。運営にあたっては同センターから

多くのご協力を頂き、謝意を表す次第である。 

 第 1 回の ISOME から始まり毎回、同シンポジウム関連

論文を募り、本学会英文論文誌 C に特集号を企画してき

た。エレクトロニクスソサイエティにおいて、有機エレク

トロニクスの投稿は多くはないが、これらの企画が本分野

からの貢献を増やすための一助になることを願っている。

このたびは 2013 年 3 月号に「分子エレクトロニスと有機

デバイスの新展開“Recent Progress in Molecular and Organic 

Devices”」小特集号の発行を予定している。同特集は現在

査読・編集作業の最終段階であるが、順調に進めば 6 件

の Paper、10 件の Brief Paper が掲載される予定である

（ISOME 招待講演による寄稿 2 件を含む）。有機エレクト

ロニクス関連分野の最新の研究成果を総括し、将来展望へ

の指針に資すものとしてご参照頂ければ幸いである。 

 ＯＭＥとしては今後とも ISOME 国際シンポジウム及び

これに関連した英文誌Ｃ特集号を隔年で企画したいと考

えている。有機エレクトロニクスは歴史的にも比較的新し

く、実用的にも開拓段階ではあるが、新概念や新技術の提

案などトピックスの変遷の早い分野である。本分野に対し

エレクトロニクスソサイエティからも引き続きご支援賜

りたく、報告かたがたお願い申し上げる次第である。 

 

著者略歴： 

 1980 年京都大学工学研究科高分子化学専攻修士課程修了、同年

日本電信電話公社（現・ＮＴＴ）武蔵野電気通信研究所入社。光

通信デバイスおよび有機光学材料の研究開発に携わる。NTT フォ

トニクス研究所複合光デバイス研究部長、NTT 第三部門統括部長、

NTT 環境エネルギー研究所長を経て 2009 年よりＮＴＴアドバン

ステクノロジ㈱に勤務。現在、取締役・先端プロダクツ事業本部

長・KTN 事業部担当。2009・2010 年度 OME 委員長。工学博士（京

都大学）。 
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【報告】 

 

「2012 年ソサイエティ大会のご報告」 

大会運営委員長 

奥村 治彦（（株）東芝） 

 

 本年のソサイエティ大会は2012 年9 月11 日（火）から

9 月14 日（金）までの4 日間、富山大学（富山市）にて、

基礎・境界ソサイエティ、通信ソサイエティ、エレクトロ

ニクスソサイエティの３ソサイエティ合同の大会として

開催され、期間中、約7,600 名の参加者を数えました。 

一般講演は全体で1,580 件、うちエレクトロニクスソサイ

エティが406 件、シンポジウム講演は全体で141 件、うち

エレクトロニクスソサイエティが35 件でした。一般講演

＋シンポジウムの件数で、ここ５年間（2008年から2012

年まで）を比較すると、1,618件（明治大学）、1,743件（新

潟大学）、1,735件（大阪府立大学）、1,900件（北海道大学）、

そして今年が1,720件と、開催場所として人気の高い昨年

の北海道を除けば、例年と、ほぼ同等の件数を維持するこ

とができました。これも、ソサイエティ大会の開催・運営

を担当された皆様、発表された皆様、聴講された皆様のお

蔭と、感謝を申し上げます。 

エレクトロニクスソサイエティでは、一般講演に加えて、

各研究専門委員会などからご提案いただいた下記の公募

シンポジウムが開催されました。 

依頼シンポジウムセッションとしては、「CI-1. 偏波多重

伝送用導波路デバイスにおける偏波制御技術」、「CI-2. 基

礎研究から実用化に至る死の谷越えの視点からみた光デ

バイスの課題」、「CI-3. 情報通信システムにおける機構デ

バイス研究 - 研究開発の変遷と将来展望-」、「CI-4. 光と

電波の融合で創造される新たなブロードバンドサービス」、

「CI-5. 光変調デバイスと材料技術の最新動向」、通信ソ

サイエティとの合同で「BCI-1. 安全・安心な社会のため

のモニタリング：光技術のできること」という６件のテー

マで活発な議論が行われました。 

 チュートリアルセッションとしては、若手研究者を中心

に基礎技術向上に向けて、「誰でもわかる最新ディスプレ

イ技術」、「サブ0.5V時代に向けた低電圧・低電力メモリ

技術」の２件の企画が行われました。 

また、大会２日目午後にはエレクトロニクスソサイエティ

プレナリーセッションとして、特別講演、エレクトロニク

スソサイエティ賞、エレクトロニクスソサイエティ招待論

文賞、ELEX Best Paper Award の各賞の贈呈式が行われま

した。その後、フェロー贈呈式が行われ、全体で32 名、

うちエレクトロニクスソサイエティの6名の方々にフェロ

ー称号が贈呈されました。 

エレクトロニクスソサイエティプレナリーセッションで

は、一昨年のディスプレイ、昨年の半導体に続いて、光エ

レクトロニクスに関する特別講演（2件）が行われました。

最初の講演は、「ナノフォトデバイスにむけたシリコンフ

ォトニクス技術」と題して、講師の馬場俊彦教授（横浜国

大）が技術的な部分を中心に講演され、引き続き、「シリ

コンフォトニクスの産業化にむけて：海外および日本の施

策」題して講師の和田一実教授（東大）が産業化という事

業的な観点で講演されました。 

 このように、ソサイエティ大会だけでなく、総合大会も

含めた年２回の大会では、いろいろな分野の研究者が集う

電子情報通信学会ならではの、各分野のタイムリーなトピ

ックスの技術動向を紹介することで、聴講者にその分野の

動向を的確に把握してもらうことができます。さらに、各

ソサイエティ、研究専門分野をまたいだシンポジウムやチ

ュートリアルなどを企画、聴講することも可能なので、そ

の特色を十分に生かして、本大会が、今後とも、それらを

融合した新しい分野を創造するきっかけを与え続けられ

るように運営していきたいと考えています。 

 

著者略歴： 

1983 年、早稲田大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程

修了、同年、㈱東芝に入社。撮像装置の高画質化技術、画像圧縮

技術、液晶表示装置の高画質化に関する研究開発を経て、現在、

高臨場感ディスプレイ、拡張現実感ディスプレイの開発に従事。

液晶テレビの残像を低減するオーバードライブ技術に関して、デ

ィスプレイ国際学会ＳＩＤより 2004 年 Special Recognition 

Award、2006 年地方発明賞、2007 年、市村産業賞受賞、2009 年全

国発明賞恩賜発明賞、文部科学大臣賞など多数受賞。工学博士、

IEICE 2012 年エレクトロニクスソサイエティ大会運営委員長、

SID 編集委員、IDW１２実行委員長、SID フェロー、日本液晶学会

副会長、正会員。 
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【報告】 

 

「マイクロ波研究専門委員会の活動報告 

Thailand-Japan MicroWave (TJMW)」 

TJMW General Vice-chair (2009～2013) 

岡崎 浩司（NTT ドコモ） 

 

マイクロ波研究会(MW 研)の活動の一環として、2009

年より Thailand-Japan MicroWave (TJMW)をタイ王国にて

開催しており、その活動内容について報告する。同国では

Thailand-Japan Joint Symposium on Microwaves 1999 

(TJMW1999)の開催実績があるが、以降の開催は途絶えて

いた。2007 年に Asia Pacific Microwave Conference が同国

にて開催された折、タイと日本のマイクロ波研究者間の持

続的な協力関係を築く草の根活動の一環として、TJMW の

再開が自然発生的に提案された。その後、議論を重ねた結

果、両国の学生や若手技術者が（英語）発表および相互交

流の機会として参加しやすく、研究内容について中間段階

であっても深い議論が可能な、日本の研究会形式として

TJMW 再開を合意した。学生の発表は指導教官がその質に

責任を持つこと、著作権は信学会帰属とするが、将来の国

際会議や論文誌への投稿の妨げとならぬようアーカイブ

のインターネットでの公開を行わないことも合意した。日

本側の運営体制としては MW 研専委員を中心とした実行

委員会を組織し、タイ側と協力して再開以降の TJMW の

準備運営を行っている。 

King Mongkut's University of Technology North Bangkok 

(KMUTNB)にて開催した TJMW2009 は、再開第 1 回とし

て双方満足のいく結果であり、以降、政情不安で中止した

2010 年を除き、毎年の開催を継続している。再開以降の

TJMW の概要を表 1 に示す。費用と交通利便性を考慮し、

バンコク市内あるいは近郊の大学施設で開催している。な

お、TJMW2011 は King Mongkut's Institute of Technology 

Ladkrabang (KMITL) 50 周 年 の 、 TJMW2012 で は

Chulalongkorn 大(CU) 100 周年の、それぞれの記念事業の

一つとして各々にローカルアレンジ等の費用負担を頂け

たので、会議参加費を無料とし、参加者増に繋がった。 

会議トピックとして、マイクロ波関連の能動および受動

回路素子、システム、関連分野である集積回路(ICD)や電

子デバイスに加え、タイの研究アクティビティを考慮しア

ンテナ・伝搬(AP)関連分野も含む。2011、12 年には、TJMW

と同時期の開催となった ICDV (IEICE International  

Conference on Integrated Circuits and Devices in Vietnam)と

の相互招待講演による連携やAP研への協力依頼を行った。

また、ASEAN 各地での研究動向に関する招待講演を毎回

企画し、これまでマレーシア、インドネシア、フィリピン、

ラオス、ベトナム各国から講演をいただいた。 

 目的の一つであった学生・若手研究者への奨励として、

口頭発表とポスター発表の両方を課し、優秀発表の表彰を

行っている。2012 年の施策としては、タイ側の優秀発表

者にMW研究会の学生発表会での特別講演をお願いした。

また、TJMW2012 までは MW 研究会の休会月である 8 月

開催としていたが、夏休みと重なるため渡航費が高いとい

う声を受け、TJMW2013 は 12 月に開催予定である。 

 最後に、ご協力いただいている関係諸氏に実行委員会よ

り感謝申し上げるとともに、TJMW2013 への皆様のご参加

をお願いいたします。なお、会誌 2012 年 11 月号 IEICE 

Global Plaza に TJMW2012 の報告が掲載されている。本稿

と併せて参照いただけると幸いです。 

 

著者略歴： 

1990 年大阪大学大学院博士前期課程修了、2011 年東京工業大

学大学院博士課程修了。博士（工学）。1990 年 NTT 入社。NTT

エレクトロニクスを経て 2003 年より NTT ドコモ。無線回路の研

究開発に従事。平成 8 年度本会学術奨励賞、APMC1998 にて Japan 

Microwave Prize、平成 23 年度本会業績賞を受賞。

 

表 1  2009 年以降の TJMW 概要 

年 会場 論文数 参加者数 会期 

2009 KMUTNB 40 110 2 日 

2011 KMITL 41 133 2 日 

2012 CU 79 201 3.5 日 

図 1  TJMW2011 集合写真 
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【報告】 

 

「集積回路研究専門委員会のグローバル展開」 

 集積回路研究専門委員会 幹事 

松岡 俊匡（大阪大学） 

 

 近年、エレクトロニクス業界におけるアジア諸国の成長

が著しく、研究開発における協業及び大学等における留学

生などの人材交流でも、アジアの新興国との交流が重要視

されている。このような状況を鑑みて、ICD では 3 年前よ

りベトナムにおいて Integrated Circuits and Devices in 

Vietnam (ICDV)を開催している。ICDV は、集積回路およ

びその応用に関連した研究者および技術者同士が、ベトナ

ムを中心としたアジアとの人的ネットワークを構築する

ことを目的として、2010 年ホーチミン市、2011 年ハノイ

で開催してきた。今回 3 回目となる ICDV 2012 は、2012

年 8 月 13 日(月)～15 日(水)、ダナン工科大学で開催した。

ベトナム各地からの投稿の他、マレーシア、米国などから

も発表があり、国際的なイベントともなった。 

ICDV2012 では、2 件の基調講演、7 件の招待講演、26

件の一般講演を行った。参加者は合計 112 名であり、会期

中を通じて活発な議論が行われた。特に、主としてベトナ

ム側担当者が企画したパネル討論“IC Design Development 

and The Future for Vietnam”では、日本国内ではあまり知

り得ないベトナムの国情を理解し、両国の発展的な技術交

流に向けた課題を明確化することができた。 

次回は 2013 年 11 月 15 日～16 日にホーチミン市で開催

する予定であるが、ベトナム・セクション(現在設立申請

中)を中心にした運営を計画している。 

 これまでの ICDV 開催において、ベトナムに事業拠点を

持つ日本企業の他、日本の留学経験等を持つ現地大学教員

の方々に大変お世話になった。特に、Renesas Design 

Vietnam Co., Ltd. 及び Vietnam National University, Hanoi の

方々には多大なご協力を頂いた。 

ICD は、ICDV での経験を基に、現在、他国への展開も

検討している。集積回路分野では、単なる微細化でなく、

今後、多様な技術の擦り合せが重要となっており、日本国

内の技術のみでは事業展開が難しくなっている。海外セク

ションや海外会員のご協力も得ながら、このようなグロー

バルな人材育成・交流を通じて、半導体集積回路技術の更

なる発展に貢献したいと考えている。 

 

著者略歴： 

1996 年大阪大学大学院工学研究科電子工学専攻博士後期課程

修了、博士（工学）。1991～1998 年、シャープ(株)にて、CMOS

デバイス、ゲート絶縁膜の研究開発担当。1999 年以降、大阪大学

大学院工学研究科にて、主に無線通信・センサ用 CMOS アナロ

グ/RF 集積回路に関する研究開発に従事。現在、大阪大学大学院

工学研究科准教授。2010 年 STARC 共同研究賞、2011 年 IEICE 論

文賞受賞。現在、IEICE ICD 幹事、IEICE 英文誌 C 編集委員。 

  
 

 

  
 パネル討論の様子 ICDV2012 開催会場での集合写真 



 

28 

【報告】 

 

「光エレクトロニクス研究専門委員会２０１２年度活動報告」 

 光エレクトロニクス研究専門委員会 幹事 

植之原 裕行（東京工業大学） 

 

 光エレクトロニクス（OPE）研究会は、光通信用の受動

素子を中心に、光導波路デバイスの新規提案や特性改善の

ための解析・実現手段・特性評価などについて議論を行う

場を提供しております。またスコープは光通信にとどまら

ず、センサー・計測応用も範疇に含めており、デバイス技

術の幅広い応用につなげられるよう活動してきました。 

 さて、清水健男委員長より本年７月の Newsletter の誌上

において、新たな活動として４月研究会を二種研に改め、

学生ポスター発表の場を設けたことを報告させていただ

きました。熱海という東京から手ごろな距離感の場所で一

泊することで、じっくりと議論をすることができるととも

に、異なる大学の学生間の交流も活発に行われ、盛況のう

ちに終わることができました。この結果を受け、企画の主

体を幹事団から学生に一部移し、来年はより学生同士の交

流を深める場として位置付けることができるものと期待

しております。 

 ソサイエティ内やソサイエティ間の他研専との共催も

実施しておりますが、普段の活動の範囲だけではなかなか

得られない視点から議論を行う体制も、重要な位置づけに

なっております。たとえば、光通信用デバイスとして導波

路・スイッチなどの受動素子とレーザ・変調器などの能動

素子は切り離せず、特に集積度が高まっている近年ではそ

の傾向は強まっています。その連携の一環として、レー

ザ・量子エレクトロニクス（LQE）研究専門委員会との共

催の下、半導体レーザ５０周年の今年ならではの特別講演

会を企画し、これまでの発展を振り返るとともに、今後の

方向性を考える機会を得ることができました（本年 10 月

Newsletter の関連記事をご参照いただけましたら幸いです）。

またシステム関係の視点からデバイスの応用を考え、要求

性能や今後求められるものについての思考を深めるべく、

光通信システム（OCS）研究会との共催も行い、10 月末

に OCS・LQE との共催研究会を宮崎で開催致しました（写

真にて会場の様子を示します）。会場の世話を担当いただ

いた委員・共催研究会の皆様のご協力のおかげで延べ 110

名の参加をいただき、盛況に終えることができました。 

共催研究会では、OFC・ECOC・OECC という主要国際

会議の報告を企画することで、最新の動向のホットな情報

を共有できる場にもなっております。発表件数の推移をみ

ると、時代とともにデバイス技術のトレンドの推移が明確

となります。近年は集積度が高く、これまでの能動・受動

素子が混在したデバイス・システム応用が急速に発展して

いる様子も見て取れるようになりました。今後の方向性も

見据えた枠組みを考えるきっかけにもつながるように思

います。 

紙面の都合上すべてを詳細に網羅することができませ

んが、ほかにも EST・EMT・MW・MWP・R・CPM・EMD・

OME・PN・OFT との共催、IPDA・POC・SiPH・EXAT の

協賛の下、今後も積極的な活動を進めていく所存です。ご

関係の皆様の参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

著者略歴： 

1989 年東京工業大学総合理工学研究科物理情報工学専攻修了、

同年ＮＴＴ光エレクトロニクス研究所入所。2001 年東京工業大学

精密工学研究所助教授。2012 年東京工業大学精密工学研究所教授。

現在に至る。 

1996 年 3 月電子情報通信学会学術奨励賞受賞。 

 

パネル討論の様子

 

 

10 月 25 日～26 日開催研究会 

（宮崎：ホテルメリージュ）の会場の様子 
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【報告】 

 

「日中合同マイクロ波国際会議」 

（日中合同マイクロ波国際会議国内委員会） 

古神 義則（宇都宮大学） 

 

 日中合同マイクロ波国際会議（CJMW: China-Japan Joint 

Microwave Conference）は、第 1 回会議が 1994 年に中国大

連市で開催されたの皮切りに、昨年 2011 年 4 月に中国杭

州市で開催された会議で第 9 回を数えるに至りました。記

念すべき第 10回会議は 2013年 8月に中国天津市の天津大

学で開催される予定です。 

 天津大学（図 1）は、中国のいわゆる近代的総合大学と

して、最も古い歴史を持っているそうです。天津というと、

天津丼とか天津甘栗を連想してしまいがちですが、歴史的

には清朝末期に列強各国が外交交渉を求めるべく押し寄

せた、日本で云うところの横浜に相当する歴史ある都市で

す。西洋列強からの文化、学問、技術もこの地を経由して

入ってくるわけですから、大学施設等が一早く整備された 

図 1 天津大学のキャンパス 

のも頷けます。キャンパスを歩く学生たちにも、自分が中

国でも最も古い歴史的な大学で学んでいることの自負み

たいなものが感じられます。法学や建築学の分野で活躍し

た著名人を数多く輩出しているとのこと。なるほど校舎も、

古い様式のものから近代的、進歩的様式のものまでバリエ

ーション豊富でした。最近では、中国の他の大学同様、電

子技術分野に力を入れている様子です。 

今年の 5 月、来年の会議開催の準備打ち合わせのために、

実行委員会メンバーの一部（黒木太司教授（呉高専）、武

井健氏（日立製作所）、筆者）が、中国側実行委員長の馬

建国教授（天津大学）を訪問しました。そこでは、大学関

係者のみならず日中の企業関係者も参加しやすいよう、

１）アカデミックな基盤技術に関するセッションと産業応

用に関するビジネスよりの技術セッションを両立させる

こと、２）日中合同で産学連携を図るべく、企業展示と大

学等研究室展示を同時に行うこと、などを取り決めてきま

した。ちょうど良い学内施設（図 2）の目処もつき、順調

に会議準備が進むと思った矢先、ご存知の通り、日中間で

少しばかり懸念すべき政治的問題が発生しています。時間

がたてばある程度落ち着くものと信じていますが、来年ま

で現状を引きずるようですと、日本の特に企業関係者が、

本会議に参加しづらい状況になることは確かで、日中合同

の産学連携という会議の趣旨が、崩れてしまう懸念が生じ

ます。中国側実行委員会の馬教授も、準備を進めることに

関して頭を悩まされているのではと推察しています。 

 このような状況ですので、現在様子を伺っているという

状態です。来年 8 月開催という計画も、もしかしたら見直

す必要があるかもしれません。いずれにせよ、中国は昔か

ら日本にとって大切な隣国です。相互理解の上に立った協

力協調に向けた努力は怠るべきではありません。今は、本

会議の実施自体が中日の友好に寄与するものと信じて会

議の準備を進めたいと思っています。 

 

図 2 展示場として使う天津大学の小ホール 

 

著者略歴： 

 昭和６３埼玉大・工・電気卒。平２同大大学院修士課程了。平

５同博士後期課程了。同年宇都宮大・工・電気電子工学科助手。

平１３同助教授、現在同教授。マイクロ波・ミリ波帯の誘電体共

振器フィルタ、誘電率計測に関する研究に従事。電気学会、IEEE

各会員。
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【短信】 

 

「2013 年総合大会へのお誘い」 

（大会運営委員長） 

奥村 治彦（（株）東芝） 

 

 今度の総合大会は、2013 年 3 月 19 日（火）から 3 月 22

日（金）までの 4 日間、岐阜大学（岐阜市）にて、基礎境

界ソサイエティ、通信ソサエティ、エレクトロニクスソサ

イエティ、情報システムソサイエティの４つのソサイエテ

ィ合同の大会として開催されます。ソサイエティ大会の開

催運営を担当する皆様に感謝を申し上げますとともに、多

くの方々に本大会でのご講演、もしくはご聴講を受け賜り

ますようにお願い申し上げます。 

エレクトロニクスソサイエティでは、一般講演に加えて、

各研究専門委員会などからご提案いただいた下記の公募

シンポジウムやチュートリアルが企画されております。 

「光導波路・光デバイスシミュレーション技術の最新

動向と今後の展望」では、光デバイスのシミュレーション

技術や理論に加えて、その産業応用も含めた課題や最新

の研究開発動向、今後の展望について情報交換の場を提

供致します。 

「有機エレクトロニクスデバイス作製・評価技術の最新

動向と今後の展望」では、有機エレクトロニクスデバイス

の実現に向け、有機分子固有の物理化学的性質を活用した

プロセス及び評価技術が注目され、近年着実な進展を見せ

ています。本シンポジウムではこれらの最新技術に関する

情報を共有し、将来の展望について議論致します。 

「光アクティブデバイスの新たな展開」では、高効率や

極微小サイズといった性能極限化の追求やダイヤモンド

などに代表される新材料の適用による新機能発現など光

アクティブデバイスの新たな潮流について幅広く議論致

します。 

 「通信・放送分野におけるROF（光ファイバ無線）技術

の最新動向」では、光と無線の融合技術により創造される、

本分野の新しい領域やその基盤技術について議論致しま

す。 

「情報ストレージにおける将来動向とその要素技術」で

は、近年の世界的なモバイル端末の普及やそれに伴うクラ

ウド技術の発展にともなって進化する磁気記録技術、光記

録技術、半導体メモリ等における将来動向とその要素技術

について活発な議論を行います。 

 また、下記のチュートリアルセッションも企画されてい

ます。 

「超伝導デジタル技術の展望」では、超伝導デジタル技

術の最新動向・世界の動きだけでなく、スピンなどの将来

デバイスの研究動向、新しいアーキテクチャから望まれる

デバイスなどについての講演も取り入れ、将来のエレクト

ロニクスを多角的に展望することを企画しております。 

 「LSIにおける電源関連技術」では、微細化、集積化、

及び様々なアプリケーションへの展開のため、進展が最近

著しいLSIにおける電源関連技術の最近及び今後の動向と

アナログ回路設計の在り方について、講演とパネル討論を

行います。 

また、大会２日目午後にはエレクトロニクスソサイエテ

ィプレナリーセッションとして、特別講演、活動功労表彰

式、学生奨励賞授賞式などが予定されております。 

 講演登録、原稿締め切りは平成 25 年 1 月 9 日（水）17:00

（厳守）となっております。また、ご講演、ご聴講、大会

プログラムなどの情報は下記 URL をご覧ください。 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html 

索引機能付プログラムは 3 月初旬公開予定です。また、講

演、聴講の事前準備のため、DVD 論文集は、講演者や予

約聴講者に事前送付される予定です。 

 

著者略歴： 

1983 年、早稲田大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程

修了、同年、㈱東芝に入社。撮像装置の高画質化技術、画像圧縮

技術、液晶表示装置の高画質化に関する研究開発を経て、現在、

高臨場感ディスプレイ、拡張現実感ディスプレイの開発に従事。

液晶テレビの残像を低減するオーバードライブ技術に関して、デ

ィスプレイ国際学会ＳＩＤより 2004 年 Special Recognition 

Award、2006 年地方発明賞、2007 年、市村産業賞受賞、2009 年全

国発明賞恩賜発明賞、文部科学大臣賞など多数受賞。工学博士、

IEICE 2012 年エレクトロニクスソサイエティ大会運営委員長、

SID 編集委員、IDW１２実行委員長、SID フェロー、日本液晶学会

副会長、正会員 

 
 

写真 
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【短信】 研究室紹介 

 

「日本のエレクトロニクスの復活を目指して ~ サービス・ソフト・

ハード融合によるビッグデータ・ストレージ」 

竹内 健（中央大学） 

 「ものづくりは、もう日本ではムリ」 

 「製造は韓国や中国でしかビジネスは成り立たない」 

 「アップルはサービスの会社だ」 

 最近はとかくハードウエアや「ものづくり」への風当た

りが強い。半導体、液晶パネルやテレビの製造でアジアの

企業の台頭が著しい。厳しい価格競争にさらされた日本企

業のハードウエア事業は、縮小や撤退が相次いでいます。

その一方、アップルは SSD（Solid State Drive）やフラッシ

ュメモリ用コントローラを手掛けるイスラエルのベンチ

ャー企業アノビットを約 400 億円で買収。アップルといえ

ば iPhone や iPad などのハードウエアを開発、販売してい

ます。アップルはもの作りよりも、デザインや製品の企画

力、iTunes による音楽配信などのサービスが注目されてい

ます。そのアップルがなぜ、ファブレス半導体ベンチャー

企業を買収したのでしょうか。 

 今でも半導体や素材などのハードウエアはイノベーシ

ョンを引き起こす大きな潜在力を持っています。ただし、

単純なハードウエアはあっという間に、中国や韓国、台湾

などの企業に真似をされ、価格競争に飲み込まれてしまう。 

 差異化 のカギは、ハードウエアを活かしきるシステム

技術。フラッシュメモリは iPhone や MacBook Air などに

搭載されている重要な部品ですが、アップルが欲しいのは

フラッシュメモリというハードを生かしきる、システム技

術。フラッシュメモリは携帯機器やパソコンのデータを蓄

える、日本発のハードウエア。私は東芝で約 15 年、大学

で 5 年間をかけてフラッシュメモリや SSD を開発してき

ました。フラッシュメモリは 10 ナノメートル台にまで微

細化されています。微細化はメモリの容量が大きくなる利

点はあります。その反面、メモリの蓄える電子の数の減少、

周囲のメモリとの干渉などにより、信頼性が悪化する欠点

があります。メモリへの書き換えの回数が増えるに従って、

メモリが壊れてしまうのです 

 アップルが買収したアノビットが得意とするのは、壊れ

やすいフラッシュメモリの誤りを訂正する信号処理技術

（ECC：Error Correcting Code）。書き換え回数が増えてメ

モリに記憶されているデータが壊れても、誤りをコントロ

ーラが修正する。 

 竹内研究室でもフラッシュメモリの制御システムの研

究を行っており、アノビットはライ

バルです。半導体のオリンピックと

も言われる、この 2 月の ISSCC（International Solid-State 

Circuits Conference）で、私達はメモリの寿命を 10 倍伸ば

すコントローラを発表し、内外のメディアに注目されまし

た。今後は、フラッシュメモリはモバイル端末に留まらず、

クラウドデータセンタで使われるようになります。「ビッ

グデータ」と呼ばれるように、インターネットに流れるデ

ータ量が爆発的に増加した結果、Google や Facebook など

のデータセンタの消費電力が増大し、地球環境に深刻な影

響を与えています。SSD を用いることで、劇的にデータセ

ンタの電力が削減できるのです。 

 更に、大容量のフラッシュメモリと、MRAM、ReRAM、

PRAM といった高速な不揮発性メモリを組み合わせるこ

とで、ビッグデータをリアルタイムに解析、記憶すること

が可能になります。竹内研究室は、今年の６月の

Symposium on VLSI Circuits で ReRAM とフラッシュメモ

リを組み合わせたハイブリッド SSD を発表。従来の SSD

に比べて 11 倍の高速化、93%の電力削減、7 倍の信頼性改

善を実証しました。今後、高速かつ低電力なビッグデー

タ・ストレージを実現する鍵は、ハードの強みを活かした、

ソフト・サービスとの連携。サービスに応じて変わるデー

タの属性や履歴を解析し、データを最適なメモリに格納す

るソフトが必要になるのです。 

 日本のエレクトロニクスは現在、旗色が悪いですが、あ

きらめるのは早い。日本が強みを持つハードウエア技術に

は、まだまだ大きな可能性があります。竹内研究室ではサ

ービス・ソフト・ハードの融合により、日本のエレクトロ

ニクスの復興に結び付けたいと考えています。 

 

著者略歴：1991 年、東京大学 工学部物理工学科卒業。1993 年、

同大学院工学系研究科 物理工学専攻 修士課程修了。同年、東芝 

研究開発センター 研究員。2003 年にスタンフォード大学経営大

学院にて MBA 取得。2006 年、東京大学 大学院工学系研究科 電

子工学専攻 博士取得。2007 年に東京大学工学系研究科電気系工

学専攻 准教授。2012 年に中央大学理工学部電気電子情報通信工

学科 教授。登録特許は 210 件。ISSCC2007 にて Takuo Sugano 

Award 受賞。著書は「世界で勝負する仕事術」（幻冬舎）。日経

Tech-On に「エンジニアが知っておきたい MOT」を連載中

（http://techon.nikkeibp.co.jp/column/takeuchi/）。 
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【お知らせ】 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞について  

2013年総合大会（2013年3月19日～22日、岐阜市、岐阜大学）において、第12回エレクトロニクスソサイエティ学生

奨励賞の審査を行います。本賞はエレクトロニクス分野に関する優秀な発表（一般講演、シンポジウム講演）を行っ

た学生員に対して贈呈するものです。概要は以下の通りとなっております。  

＊ 選定対象者：次のすべての条件を満たす方。  

（1）講演時に電子情報通信学会の学生員であること。  

（2）講演申込の際に筆頭著者かつ講演者として登録し、かつ実際に講演を行った者。  

（3）過去に電子情報通信学会の学術奨励賞、及び本賞を受けたことがないこと。  

（4）表彰時に電子情報通信学会の会員であること。  

該当者は自動的に本賞の選定対象者として登録されますので、申込み手続きは不要です。  

＊表彰：2013 年ソサイエティ大会のエレクトロニクスソサイエティのプレナリーセッションにおいて、下記３分野

それぞれについて2 名の方に表彰盾および賞金（30,000 円）を贈呈します。  

イ．電磁波およびマイクロ波  

ロ．化合物半導体および光エレクトロニクス  

ハ．シリコンおよびエレクトロニクス一般  

 

◆ 2013 年フェロー候補者推薦公募について 

電子情報通信学会では、本会規則第 2条第 5項により、「学問・技術または関連する事業に関して顕著な貢献が認め

られ、本会への貢献が大きい正員に対し、フェローの称号の証を贈呈」しています。エレクトロニクスソサイエティ

では、皆様方からご推薦いただいた方の中からフェローピアレビュー委員会と執行委員会でフェロー候補者を選定

し、学会本部のフェローノミネーション委員会に推薦します。つきましては、エレクトロニクス分野でフェローの

称号にふさわしい方のご推薦をお願い致します。 

【推薦手順】 

フェロー推薦手順の詳細、推薦規程、書式については、電子情報通信学会の下記 WEB ページに掲載されています。 

 http://www.ieice.org/jpn/fellow/suisen.html 

フェロー候補者の推薦は、「原則在籍 10 年以上（累計）の正員・名誉員と海外セクション代表者少なくとも１名に

よる他薦」によると定められています。また、3名以上の評価者（名誉員及びフェロー会員）の評価シートのご提出

も必要です。 

・推薦書、評価シートは、2013 年 1 月 31 日までに(当日消印有効)、 

・推薦者、各評価者から別々に郵送にて下記までご提出ください。 

  〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 

  (社) 電子情報通信学会 

  エレクトロニクスソサイエティ・フェローピアレビュー委員会 

 

◆ シニア会員の申請について 

シニア会員の申請を 2012 年 10 月 1 日から受け付けています。 

申請期間：2012 年 10 月 1 日～2013 年 1 月 31 日 

     http://www.ieice.org/jpn/senior/index.html  

申請資格：本会会員として原則在籍累計５年以上で、本会が関連する技術分野に原則 10 年以上従事している正員。 

申請方法：シニア会員申請ページからの自己申告です。 

 



 

33 

◆特集号論文募集（Call for Paper） 

 

－マイクロ波・ミリ波システムのための最新技術小特集（英文論文誌Ｃ）論文募集－ 

マイクロ波・ミリ波システムのための最新技術小特集編集委員会 

 社会生活における ICT の普及に伴い日常生活での情報通信機器の活用が不可欠となりつつある一方、より高度なサー

ビスを安心・安全に安定して提供可能とするための技術革新が求められています。これは、スマートフォンの普及に起因

する通信容量増大、スマートグリッドによるエネルギー効率の向上、セキュリティ強化やヘルスケア意識の増進、災害時

の迅速な通信インフラの復旧等、多岐に渡る場面での対応において見受けられるものであり、この中において無線通信や

電波を活用したシステムを構成する最新の技術やサービスは大きな役割を果たすものです。そこで、無線通信で利用され

るマイクロ波帯をより有効に活用するための技術、より高い周波数帯の利用を可能とする技術、電波を活用したセンサや

イメージング技術及びエネルギー応用技術などに関連したマイクロ波及びミリ波帯での最新の研究成果を俯瞰し、これら

の技術の更なる発展に寄与することを目的として本小特集（平成 25 年 10 月号）を企画しました。奮って御投稿下さるよ

うお願い致します。 

 

●論文投稿締切日 平成 25 年 2 月 15 日(金) 必着 

●問合せ先幹事 

  幹事 加屋野 博幸 

 （株）東芝 研究開発センター 機能材料ラボラトリー 

 〒212-8582 川崎市幸区小向東芝町 1 

 Tel: 044-549-2110，Fax: 044-520-1286，E-mail: hiroyuki.kayano@toshiba.co.jp 

●詳細は学会誌 11 月号をご覧下さい。 
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◆特集号論文募集（Call for Paper） 

 

－電子ディスプレイ小特集（英文論文誌Ｃ）論文募集－ 

電子ディスプレイ小特集編集委員会 

 情報ネットワーク技術が次世代の基幹産業になると予測されており、それを実現するヒューマンインタフェースとして、

電子ディスプレイの果たす役割はますます大きくなっています。その電子ディスプレイの原理や用途は、極めて多彩であ

り、また構成部材も多様性に富んでいます。現在も各種ディスプレイ技術を進展させるため、材料からシステムに至るま

で幅広い研究・開発が精力的に続けられています。今回、電子ディスプレイ分野の一層の発展を期して、小特集（平成

25 年 11 月号）を企画しました。多数の方々の積極的な御投稿を期待致します。 

●論文投稿締切日 平成 25 年 2 月 22 日(金) 必着 

●問合せ先幹事 

藤田 悦昌 

シャープ株式会社 研究開発本部 材料・デバイス技術研究所 第二研究室 

〒277-0005 千葉県柏市柏 273-1 

Tel: 04-7135-6215，Fax: 04-7135-6296，E-mail: fujita.yoshimasa@sharp.co.jp 

●詳細は学会誌 12 月号をご覧下さい。 

 

 

 

－情報ストレージのための最新要素技術小特集（英文論文誌Ｃ）論文募集－ 

情報ストレージのための最新要素技術小特集編集委員会 

HDD はその誕生以来、多くのアプリケーションやコンテンツのディジタル保存に貢献してきており、現在の情報スト

レージにおいては他に置き換わることのできないデバイスとなりました。今後も、用途の拡大が予想されること、また、

エネルギー省力化の観点からも、高記録密度化への期待が従来以上に高くなるものと予想されます。しかしながら更なる

高密度化達成のためには、熱安定性や SN 比、記録能力の両立という難題に直面しており、それを克服する技術の確立が

急務となります。そこで、今後の情報ストレージに関する最新動向の把握と、研究開発の一層の促進を目的として、本特

集（2013 年 12 月号）を企画致します。 

 

●論文投稿締切日 平成 25 年 3 月 25 日(月) 必着 

●問合せ先幹事 

三浦 健司 

岩手大学工学部電気電子・情報システム工学科 

〒020-8551 岩手県盛岡市上田 4-3-5 

E-mail: kmiura@iwate-u.ac.jp  Tel, Fax: 019-621-6458 

●詳細は学会誌 12 月号をご覧下さい。 
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◆特集号論文募集（Call for Paper） 

 

－次世代電子機器を支える三次元積層技術と先端実装の設計・評価技術特集（和文論文誌 C）論文募集－ 

次世代電子機器を支える三次元積層技術と先端実装の設計・評価技術特集編集委員会 

スマートフォンやタブレット端末などのモバイル機器の普及に伴い、高速・低電力・高帯域幅ロジック／メモリシステ

ムに加えて、高精細小型カメラモジュール、高周波無線通信システム、MEMS 技術を用いた各種センサ、薄型ディスプレ

イなどが急速に進化しています。次世代の電子機器では更なる利便性が求められ、今後も軽薄短小化、高速動作化、高機

能化を可能とする先端実装技術が要求されてきます。 

これまで集積回路の高性能化は半導体素子の微細化により達成されてきました。しかし、この高性能化によりチップの

消費電力が激増しており、微細化を実現するための加工技術も限界に近づいています。従来の平面に構成された集積回路

では、機能ブロック間の長い電気配線を用いてチップ駆動するために膨大な電力を必要とします。この配線負荷を軽減す

るため、デバイスや回路ブロックを分割して立体的に積層し、シリコン貫通配線(TSV)で接続する三次元実装技術などに

近年非常に大きな期待がかかっています。また、異種デバイスを高密度に実装し、システム全体で高性能化をはかるシス

テムインテグレーション技術にも高い注目が集まり、異分野融合がブレークスルーを創出する鍵になると言われています。 

本特集では、次世代の電子機器を牽引する高密度実装技術（三次元実装に関わらず、電子部品実装、光回路実装、環境

調和型実装、プリンタブルデバイス実装なども含む）とそれらの信頼性を担う先端の設計・解析・評価技術に焦点を置き、

この研究分野における研究開発を更に進展させることを目的として、研究成果を集約した特集の企画を行いました。平成

２５年１１月号の発行を予定していますので、多くの方々の積極的な投稿をお願い致します。 

  

●論文投稿締切日 2013 年 2 月 28 日(木) 必着 

●問合せ先幹事 

福島 誉史 

東北大学 未来科学技術共同研究センター（NICHe） 

Tel: 022-795-4119，Fax: 022-795-6907， 

E-Mail: fukushima@bmi.niche.tohoku.ac.jp 

●詳細は学会誌 1 月号をご覧下さい。 
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◆ エレソ研究会開催予定 

☆2013 年 1 月-3 月開催分 (申込〆切済・参加募集中) 

研究会名 開催日 開催場所 テーマ 共催/併催 

マイクロ波研究

会 (MW)  
2013 年 1 月 16 日(水) - 
1 月 18 日(金) 

機械振興会館 化合物半導体デバイスおよび超高周

波デバイス／マイクロ波一般 
ED(共催) 

光ファイバ応用

技 術 研 究 会 
(OFT) 

2013 年 1 月 24 日(木) - 
1 月 25 日(金) 

淡路島 一般  

電子ディスプレ

イ研究会(EID) 
2013 年 1 月 24 日(木) - 
1 月 25 日(金) 

静岡大学 発光型／非発光型ディスプレイ合同

研究会（照明学会固体光源分科会，SID
日本支部共催） 

ITE-IDY, 
IEE-EDD (連催) 

電子通信エネル

ギー技術研究会 
(EE) 

2013 年 1 月 24 日(木) - 
1 月 25 日(金) 

阿蘇ファームラ

ンド 
エネルギー変換技術，電池関連技術，

一般 
CPM(共催) 

フォトニックネ

ットワーク研究

会 (PN) 

2013 年 1 月 24 日(木) - 
1 月 25 日(金) 

大阪大学吹田キ

ャンパス(仮) 
フォトニック NW・デバイス，フォト

ニック結晶，ファイバとその応用，光

集積回路，光導波路素子，光スイッチ

ング，導波路解析，一般 

PN, EMT, LQE, 
OPE, MWP, 
EST( 共 催 ) 
IEE-EMT(連催) 

超伝導エレクト

ロニクス研究会 
(SCE) 

2013 年 1 月 24 日(木) 岡山大学 超伝導センシング基盤技術及びその

応用、一般 

 

有機エレクトロ

ニクス研究会 
(OME) 

2013 年 1 月 24 日(木) ウィンクあいち 有機材料・一般 IEE-DEI(連催) 

機構デバイス研

究会 (EMD) 
2013 年 1 月 25 日(金) ゆとりうむ日立

（日立労組戸塚

支部労働会館 ) 
(戸塚） 

一般  

マルチメディア

ストレージ研究

会 (ITE-MMS) 

2013 年 1 月 25 日(金) パナソニック企

業年金基金  松
心会館 

映像情報機器，一般 ITE-CE( 共 催 ), 
MR(連催) 

集積回路研究会 
(ICD) 

2013 年 1 月 31 日(木) - 
2 月 1 日(金) 

早稲田大学グリ

ーン・コンピュ

ーティング・シ

ステム研究開発

センター 

集積回路とアーキテクチャの協創 ～
新しいアプリケーション創造に向け

たアーキテクチャ、回路技術の貢献～ 

IPSJ-ARC(連催) 

機構デバイス研

究会 (EMD) 
2013 年 2 月 15 日(金) 住友電装 機構デバイスの信頼性、信頼性一般

（継電器・コンタクトテクノロジ研究

会、IEEE CPMT JAPAN 共催） 

R(共催) 

シリコン材料・

デバイス研究会 
(SDM) 

2013 年 2 月 27 日(水) - 
2 月 28 日(木) 

北海道大学（百

年記念会館） 
機能ナノデバイスおよび関連技術 ED(共催) 

光エレクトロニ

ク ス 研 究 会 
(OPE) 

2013 年 2 月 28 日(木) - 
3 月 1 日(金) 

機械振興会館 光波センシング、光波制御・検出、光

計測、ニューロ、光ファイバ（ホーリ

ーファイバ、マルチコアファイバ等含

む）伝送とファイバ光増幅・接続技術、

光ファイバ計測応用、一般 

OPE(共催) OFT, 
OCS(併催) 

磁気記録・情報

ストレージ研究

会 (MR)  2013 年 3 月 8 日(金) 名古屋大学 光記録，一般 ITE-MMS(連催) 

 

☆2013 年 1 月-2013 年 4 月原稿〆切(発表申込受付中) 
研究会名 開催日 開催場所 テーマ 共催/併催 締切日 

マイクロ波研

究会 (MW)  
2013年3月7日(木) 
- 3 月 8 日(金) 広島大学 マイクロ波一般   

1 月 14 日

(月) 
集積回路研究

会 (ICD)  2013 年 3 月 (未定) 中央大学 シリコンアナログ RF 二種研究会 (未定) 
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◆ エレクトロニクスソサイエティ会員数の推移   

エレクロトニクスソサイエティの現状を会員の皆様にご理解頂くため、エレクトロニクスソサイエティ登録会員数の

推移を掲載しております。皆様の会員増強活動へのご協力をお願い致します。 

 

名誉員 正員 (国内） （海外
*
） 学生員 （国内） （海外

*
） 合計

2009年 4月 44 6,421 (6,155) (266) 563 (502) (61) 7,028

7月 42 6,438 (6,156) (282) 645 (574) (71) 7,125

10月 42 6,471 (6,171) (300) 805 (717) (88) 7,318

2010年 1月 40 6,410 (6,104) (306) 860 (757) (103) 7,310

4月 40 6,591 (6,243) (348) 543 (462) (81) 7,174

7月 42 6,619 (6,240) (379) 723 (620) (103) 7,384

8月 42 6,644 (6,260) (384) 765 (658) (107) 7,451

9月 42 6,659 (6,271) (388) 812 (699) (113) 7,513

10月 42 6,629 (6,238) (391) 857 (740) (117) 7,528

11月 42 6,629 (6,224) (405) 884 (752) (132) 7,555

12月 42 6,601 (6,187) (414) 901 (754) (147) 7,544

2011年 1月 42 6,588 (6,174) (414) 951 (801) (150) 7,581

2月 42 6,576 (6,155) (421) 1,021 (863) (158) 7,639

3月 42 6,055 (5,683) (372) 967 (803) (164) 7,064

4月 42 6,371 (5,946) (425) 657 (531) (126) 7,070

5月 42 6,367 (5,934) (433) 683 (549) (134) 7,092

6月 45 6,380 (5,935) (445) 708 (571) (137) 7,133

7月 45 6,377 (5,927) (450) 745 (605) (140) 7,167

8月 45 6,334 (5,875) (459) 827 (683) (144) 7,206

9月 44 6,287 (5,822) (465) 858 (707) (151) 7,189

10月 42 6,261 (5,796) (465) 867 (713) (154) 7,170

11月 43 6,340 (5,874) (466) 884 (726) (158) 7,267

12月 43 6,337 (5,865) (472) 895 (732) (163) 7,275

2012年 1月 43 6,332 (5,857) (475) 923 (755) (168) 7,298

2月 43 6,329 (5,844) (485) 974 (802) (172) 7,346

3月 43 5,862 (5,436) (426) 893 (720) (173) 6,798

4月 43 6,221 (5,700) (521) 514 (432) (82) 6,778

5月 43 6,215 (5,687) (528) 546 (461) (85) 6,804

6月 44 6,217 (5,685) (532) 574 (484) (90) 6,835

7月 43 6,226 (5,689) (537) 614 (521) (93) 6,883

8月 43 6,235 (5,691) (544) 696 (521) (102) 6,974

9月 42 6,235 (5,687) (548) 730 (617) (113) 7,007

10月 42 6,232 (5,678) (554) 746 (627) (119) 7,020

* 海外：「外国籍を有しかつ海外に在住する」会員  
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◆ エレソ Newsletter 研究室紹介記事募集 

研究室紹介記事を募集します。 

今年度も昨年度と同様に、【短信】研究室紹介のコーナーに一般公募記事の掲載も予定しております。研究紹介の機

会として奮って応募下さい。 

＊応募方法：  タイトル、研究室名、連絡先（e-mail）を下記応募先までご連絡下さい。 

       応募多数の場合は選考の上、編集担当より、フォーマット書類一式をお送り致します。 

＊応募先：  エレソ事務局（h-sakai@ieice.org）TEL:03-3433-6691  

これまでの記事例は、下記 URL エレソニュースレターのページにありますので、ご参考願います。 

http://www.ieice.org/es/jpn/newsletters/ 

 

◆ Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい  

本 Newsletter は、会長、副会長からの巻頭言や論文誌編集委員長、研究専門委員会委員長からの寄稿を中心に、年

4 回発行させていただいております。昨年度７月号より、Newsletter をリニューアルいたしました。今後、さらに魅

力的な紙面づくりを進めるため、エレクトロニクスソサイエティでは、会員の皆様から企画のご提案やご意見を募

集いたします。電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛（詳細は下記 URL）にご連絡をお願いい

たします。  

 http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/ 

 

◆ エレソ News Letter は年 4 回発行します。次号は 2013 年 4 月発行予定です。 

編集担当：中原（企画広報幹事）、川崎（編集出版幹事）、三田（技術渉外幹事） 
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［編集後記］ 

 昨年度編集出版幹事としてエレクトロニクスソサイエティおよび学会の出版に関する企画と執筆依頼を担当してまい

りました。特に、この Newsletter の編集に関しては、今年度の私の業務の一大業務として、皆様のご協力を仰ぎながら進

めております。本ソサイエティや学会の今後の発展にも、出版物の内容充実や広報は重要でして、近隣諸国との学術部門

の交流には欠かせないものです。今回の Newsletter の編集にも、全部ではありませんが、各担当委員の方々のご努力とア

イデアが反映されております。関係各位に、心より感謝する次第です。ぜひとも皆様の周りの方々にも、ご一読をお勧め

いただければ幸いです。（川崎） 

 

 



 

 

平成 24 年度エレクトロニクスソサイエティ運営委員 （2012 年 11 月現在） 
 
ソサイエティ会長（理事）   荒木  純道  （東京工業大学） 
次期ソサイエティ会長（理事）   榎木   孝知 （NTT） 
総務幹事   川西  哲也 （NICT） 
総務幹事   武藤 伸一郎 （NTT） 

企画会議 
ソサイエティ副会長（企画広報財務担当）  山田  浩  （東芝） 
財務幹事   米田  尚史 （三菱電機） 
財務幹事   西山  伸彦 （東京工業大学） 
企画広報幹事   中原  宏治 （日立） 
企画広報幹事   松崎  秀昭 （NTT） 
アドホック幹事（ハンドブック）   小山 二三夫  （東京工業大学） 
アドホック幹事（Web ページ企画委員）   高橋  浩  （NTT） 
アドホック幹事（Web ページ企画編集委員）  大橋  英征  （三菱電機） 

編集出版会議 
ソサイエティ副会長（編集出版担当）   八坂  洋  （東北大学） 
庶務・財務幹事   中西  衛 （NTT） 
庶務・財務幹事   塩見  英久 （大阪大学） 
編集出版幹事   川崎  繁男 （JAXA） 
編集出版幹事   西川 健二郎 （鹿児島大学） 
編集出版連絡委員   前澤   正明  （産業技術総合研究所） 
和文論文誌編集委員長   津田  裕之 （慶應義塾大学） 
和文論文誌編集幹事   中津原 克己 （神奈川工科大学） 
英文論文誌編集委員長   羽生  貴弘 （東北大学） 
英文論文誌編集幹事   石井  啓之 （NTT） 
ELEX 編集委員長   井筒  雅之  （東京工業大学） 
ELEX 編集幹事   藤井  孝治 （NTT） 

研究技術会議 
ソサイエティ副会長（研究技術担当）   浦野  正美  （NTT） 
庶務・財務幹事   瀧口  浩一 （立命館大学） 
庶務・財務幹事   檜枝  護重 （三菱電機） 
技術渉外幹事   矢加部 利幸 （電気通信大学） 
技術渉外幹事   三田  吉郎 （東京大学） 
大会運営委員長   奥村  治彦 （東芝） 
大会運営幹事   山崎   恒樹 （日本大学） 

研究専門委員会（第一種） 
機構デバイス   長谷川  誠  （千歳科技大学） 
磁気記録・情報ストレージ   杉田    龍二  （茨城大学） 
超伝導エレクトロニクス   日高   睦夫  （ISTEC） 
電子ディスプレイ   服部   励治 （九州大学） 
電子デバイス   加地  徹 （豊田中央研究所） 
電子部品･材料   竹村  泰司  （横浜国立大学） 
電磁界理論   西本  昌彦  （熊本大学） 
シリコン材料･デバイス   奈良    安雄  （富士通セミコンダクター） 
マイクロ波   大平  孝 （豊橋技術科学大学） 
集積回路   吉本  雅彦  （神戸大学） 
有機エレクトロニクス   臼井   博明 （東京農工大学） 
光エレクトロニクス   清水    健男  （古河電工） 
レ－ザ・量子エレクトロニクス   津田    裕之 （慶應義塾大学） 
エレクトロニクスシミュレーション  柴田  随道 （NTT） 
マイクロ波・ミリ波フォトニクス  塚本   勝俊 （大阪工業大学） 

時限研究専門委員会 
集積光デバイスと応用技術   裏   升吾  （京都工芸繊維大学） 
超高速光エレクトロニクス   神成  文彦  （慶應義塾大学） 
量子情報技術時限   枝松  圭一  （東北大学） 
テラヘルツ応用システム   久々津 直哉 （NTT） 
次世代ナノ技術に関する   小森  和弘 （産業技術総合研究所） 
ポリマー光回路   杉原  興浩 （東北大学） 
シリコン･フォトニクス   西山  伸彦 （東京工業大学） 

国際会議国内委員会 
APMC 国内委員会   橋本  修  （青山学院大学） 
MWP 国内委員会   松島  裕一  （早稲田大学） 
日中合同マイクロ波国際会議国内委員会   古神  義則  （宇都宮大学） 
PIERS 国内委員会   立居場 光生  （有明工業高等専門学校） 
URSI 日本国内委員会   小林  一哉  （中央大学） 
 


